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●山口景子・山口力靖

作品展
10月 3日へ・10月 15日

12:00～ 18:00(会期中無
休)ギャラリー新光

神戸市中央区元町 3-9-7堀川

ビル 2F(JR阪 神元町駅西日
より徒歩 2分 )

te1 078-331-2313

■歌う女連と青と自の種族など

15点と、油絵、ベーバーワー

クによる二人展

問合せ 0745&2-5985山 口

● 松 原 登 代 子  個展
11月 28日～ 12月 3日

井上ギャラリー

大阪市中央区心斎橋筋 1-3-10 td06-245-5378

問合せ 目作人形工房じゃがいも td00373-9596

GハととERY他
◆せ。ら～る
東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-52-3

編りIlビリレ3 F td 03-3478-5230

9/1～9/8 水無川 リナ人形展
「Lumtic Night」 (写真右 )

9/21～9/3() 1姜岡lSりにりヽ】じ][

(写真中)

11/2～ 11/10 仲瀬選美人形晨
(本彫)

11/21～ 11/30 田畑車美子人形晨
(写真右下 )

12/10´ ヽ́12/28

月光社日作 ビスクトールニ人展

(訂正 9号の当日でご
網介した相馬宏充・欄野

幸知二人展で例野氏の表

配に固違いがありました

ことを、お詫びし訂正い

たします )

◆昔人形館青山

ギャラリーKl

京都市北区室町北大路下ル小山

東大野町 69

te!075-415-1477

open l:00～ 19:00
9/1～ 10*写真右
左川雅子 創作人形展
10/1～ 10ノ9

小林たね子 創作人形展
10ノ 10へ,10/20

10/21´ ′ヽ10/30

出水かおり 創作人形展
11/1+11/10

大井里乃 劇作人形展
12/1～ 12′10

前田真理 創作人形展*写真右
アビールボックス

8/1～ 10/31 川崎裕子・西文子
・HARU

11ノ1-1/31 題府洋子・ 浮津E・ 松本勝子

◆とおりゃんせ
群馬県桐生市場町3丁目8-2 te1 0277-22-8777

10ノ5「人形供養祭 鳳仙寺にて 供養科1体 300円
人形受付9/1～ 10/4店頭にて

10/19～ 10/30 r森 のいのち展・96」 陶人形高橋安子

木工作家 高ホ敗則が出展
11/17～ 12/1 rサ ンタクロースの部屋 `96」 人形

藤井路以が出展

◆人形館 自石人形の蔵
富城県白石市城北町 4-18(JR東北本線白石駅下車〉
td 0224-26-1475 午前 10時～午後 4時 年中無休

企画展

9～ 10月  明治の版画と土人形 (文明日化のほ画と同
時代の東北各地の主人形)

11月～ 12月 昔のきものと市松人形 (江戸時代の打
ち掛けや音のちりめんの着物及びいろいうな布地をま

とった市松人形 )

10LL「ORUl闇lJAP員‖
SEPTEMBER 1996ヽ ′OL.10

CONTENTS

表紙 r銀河鉄道の夜」より

人形制作 結城美栄子
写真   五十嵐 真

インフォメーション・スケジュール   2_
近況報告 山口景子          4

山吉由利子          17

REⅥEW展 覧会より      5
饉城美栄子「賢治ワール ド」

メグ・ホソキ「マ トモアゼル・ルゥ

ルゥの世界旅行」

●井丹弥・グループロント・山吉由利子・沢豊し

げこ・大森小夜・大槻和子・夢のつばさ・左川雅

子・鈴木千賀子・風・平井民子・欄野幸知・藤井

路以教室晨

新人紹介 小林とむば
展示即売会・ コンテス ト

カバーインタビュー 籍城美栄子    10

ゲイルからの手紙

文 ゲイル・エニ ド・ ジマー 14

人形気分 文 青山恵-   15

〈人形・芸術〉考 (1)
―「ひとがた。カラクリ・ロボット展」に則して

文 天野―夫   16

ヤン・シュワンクマイエル監督作品

「短編集」

計 1時間 20分「フー ド」「スターリン主義の死」他監督

自身のインタビューを含む全 8作品

非常に多彩な作品群である。一貫してい

るのはセンスのよさとシュールさのみ。あ

とは作品の雰囲気や演出などに全く共通点

はない。レストランで向かい合って座って

いる空腹の 2人の男が、ウエイターを何度

呼び止めても素通りされるので、ついに待

ち切れずにテープルに添えてある花を食べ

始め、花瓶の水を飲み干し、花瓶を食べ、

首から下げているナプキンを食べ、自分の

靴を食べ、服を食べ・ 。とエスカレートし

てゆく様子をコメディータッチで描いた

「フード」。「プラハの春」で知られるチェコ

スロバキアの独裁政権時代を題材にとり、

切開されたスターリンの胸像の中から生ま

れたゴドワルド (1948年のクーデター
で大統領になったチェコスロバキア共産党

書記長)の胸像が独裁政権を誕生させるが、

やがて胸像は赤・青 。自 (革命後のチェコ

スロバキアの国旗)の 3色のベンキで塗り
つぶされてしまい。・ 。という非常に政治

色の濃い哲学的な「スターリン主義の死」。

日房で大きな肉塊から切り出された 2つの

肉片が恋に落ち、まな板の上でロマンチッ

クにダンスを踊り、小麦粉にまみれて抱き

あうが、料理人の無慈悲な手に捕まれてフ

ライバンに放り込まれ、ステーキになると

いう全 1分という短さの「肉片の恋」など、

ストーリーに関しても1編 1編が独創的で

ある。ヤン・シュワンクマイエルはプラハ

出身で、チェコスロバキアの古典的アニ

メーションを継承しながらも他に類を見な

い独特のテイストを極めてきた、アート・

アニメーション界の巨匠である。(小磯)

*ヤン・シュワンクマイエル<長想の限りなき増殖>
東京・渋谷ユーロ・スペース 1にて 9月 中下旬まで上映

Aプログラム 「ファウスト」8プログラム「短編集」
同い合わせ ユーロスペース1803(3461)0211

お化け屋敷店長 日配

イラス ト・文 摩宮ビノン
人形ジオラマ WHY' 文 中西弘光

ニアダ・リポート  文 小川千恵子
ドールアート・リポート

文 ビーター・コウ

教室案内

私の人形日配 イラス ト 渋谷真理

投稿 /編集後記
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ドール・フォーラム。ジャバン 10号

1996年 9月 5日

ドール・ フォーラム・ ジャバ ン事覇局発行

ドール・フォーラム・ジャバンは、日本の

ドールアー トを支援するためにつくられた情

報誌で,購議会■とユーラシア・ ドールズの

サポー トにより運営され ています。
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スクジュール
●アトリ工・ アイドール ●杉日明利人形展 (杉田透子染織展併催 )

11月 中の土・日・視日のみ 11時から 17時まで
山犠軒 埼玉県入闘郡越生町饉ケ谷 523
te1 0492-92-3981東 武東上線・八高線 越生駅下車

鳳山行きバスで上大満下車徒歩 20分

●さとうその子人形展

わいわ tヽ・がやがや
11月 3日～ 13日 フレスカ

東京都新宿区百人町 1-10-1l te1 03-3362-0243

●宮本寿恵子展

■写真右

12/5´ ′ヽ12/10

銀座アー トプラザ 2F中央区
銀座 5-3-13

同
`含

■よ 03-3289-2807

●長谷川裕子のヨー

ロッパの職人人形展
仕事を覚えて大人になってい

く「見習い物語」

12月 11日～17日

10:00～ 19:30(:土 IE19 1 00迄 )
大丸デバー ト東京展 10F特選ギャラリー
JR東京駅八重洲ロ
td 03-3212-801118世 紀イギリスのいろいろな仕事
の職人の見雷いの子供達を表現

【西日本】

●石田百合作品展

FELT WORKS
9月 24日 ～9月 29日

(11'00～ 19:00』晨姜 17

時)堺町画廊

京都市中京区堺町通御池下

ル td 075-213-3636
*羊毛から手作 りのフエル

トの人形  問合せ :“ |
01557-6-2956石 日日

【東日本】

●水澄美恵子展

「兎」
8月 28日 ～9月 16日

ギャラリー旬

港区南麻布 4-249火嘔定休

te1 03-3444-7665

●飯塚誠太郎

愛の贈り物 ■写真下

9月 22日 ～9月 28日

東京交通会館 8Fギャラリー

波瑠 (ハル )

東京都千代田区有楽町 2-101

td 03-3215-7686

同合せ 048-266-3052飯 塚

●中西京子 和紙人形の世界展
10月 17日 ～22日 横浜高島屋 9Fギャラリー

「江戸時代の芝居小屋」はじめ 9量のジオラマを含めた

人形総合展で日東では初展示.全 2XЮ 体 .

●粧順作品展 風の幻燈会 *写真下
10月 28日 ～ 11月 2日 スペース ユイ
東京都港区南青山 3-4-1 l te1103-3479-5889

風の中で人形たちが妖■になって戯れる 。・・

中西京子作品集

「人形、花ごよみ」(写真)

花をテーマに、生花作家刈米義雄氏の構成で、季節を

追つて縁り広げられる中西京子の和紙人形と生花の競

演。43作品を収録。初心者でも分かる人形の作り方も

含む。A4判 72頁、オールカラー。英文対訳。青玄社
より9月 (Ю 日発行.一般小売価格2∝Ю円のところ、
DFJ会員は特別価格25CЮ 円 (送料含)でおわけいたし
ます。お申込はユーラシア・ドールズの通信販売で。

吉田氏の人形

千葉千恵己のCDに登場
“

真)
7月 24日 に発売された千葉千恵己のフアース ト・ ミニ

アプレ ムヽ「クルミ」 (2∝Ю円)のジャケ ットに、吉田良
一氏制作の人形が登場 している。千葉さん本人、昨年の

吉田氏の日晨に毎日通っ たほどその人形に惹かれ、CD
づくりにも深く影響 した。収録曲はタイ トルの「クル

人 形 と 人 形 小 物 展

10月 15日 ～ 10月 20日

すべ～す小倉展

東京都台東区谷中 7-6-8

te!03-3828-0562

●小牧多賀子創作人形展
*写真
10月 19日～ 10月 26日

日黒千種画廊

東京都長島区日白 3-18-6

te1 03-3954-0053

●滝野功子人形展

First「 A― ⅣヽA」 キ写真右
11月 7日～ 11月 16日

会期中無休 10:30～ 18:30
ギャラリーアメリア

東京都港区南青山 6-13-26

A・ Cポイント
te1 03-3400-3663

球体関節人形と人がたオブジェ

十数点を展示

●滝康子創作人形展
摯写真左

11月 11日 ～ 11月 17日

11:(Ю～19:00初 日 13時
から。最終日 16時半まで

ギヤラリー近江

東京都中央区銀座 6-9-16ロ

シュビル lF
te1 03-3571-64801革 張りに

よるポーズ人形を中心に球体

関節も数体晨示

同餃 048-268-7380 滝

インフォメーション

ミ」他 3曲。甘く素直な歌声が耳に優 しい。ジャケット

写真も吉田氏の撮影による。

96サンタ。フェ・ドールアート

(英語版)ビデオ発売
日本人作家が好評だった今年 4月 のサンタフェ・ ドール

アー トの様子がビデオになつた。会場の様子や、作家や

関係者のインタビューを含み弊議●集事務局長の小川千

恵子も登場。38分、VHS,英話のみ。ユーラシア・ ドー

ルズの通信販売で購入可能。一般 50∞ 円、DFJ会員
4500円。

DF」 写真展
ベラ・ショルツ

10月 19日 ～11月 15日 アテネフランセ (東京・ JRお茶
の水駅下車)日曜日を除く毎日9:00～ 19:00■ 今回 D
FJ誌面で紹介しきれなかつたリーセ夫人撮影のオリジ
ナルプリント13点 を展示 日程の変更あり 問い合わせ
DFJ署

“

1麟局  TEL 0423-95-7547

黒沢正子さんの人形

NHK教育テレビで登場
「 もっともつと」9月 30日 (月 )午前 10:30～ 10145
10月 5日 (土 )午前 9:15～9130 NHK教育テレビで放
送 。革を使ったユニークな造形で人気のある黒沢正子

さんが、    ドイツのファンタスティックな 量話の
1ヽ′人形麟化の為に人形を制作。

ユーラシア・ドールズ

事務所オープン
9月 22日 よリユーラシア・ ドールズ兼 DFJ事務所を一

般に開放します。ユーラシア・ドールズの扱う商品を手

にとってご覧になれます。場所が手狭なため、全ての商

品 を取 りそろえてはおりませんが、サンブルをご覧の

上その場でご注文いただくことが出来ます。留守の場合

もありますので、お越しの場合は、事前にお電話で確認

をお願いいたします。連絡先は裏表紙をご覧下さい。

DFJ個人レッスン
技術に対する質問、素材の扱い方、制作上の悩みなど、

経験豊かなプロの作家と DFJ事務局スタッフが指導・

相談に応 じます。お一人 (または 1グループ)DFJ会員
2時間 lC口Ю 円非会員 15αЮ円。要予約。

場所 :ユーラシア・ ドールズ事務所

日程 :9月 20日 (金 )、 10月 15日 (火 )、 11月 20(水 )

DFJオリジナルカレンダー
1997年版申込み受付中 !

大島和代、山口景子の作品のビンナップカレンダー.

A4判 2枚セット.詳細は別紙で !
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Figu“ #132想像の伽藍 |

32.5x17_5x16.5 crn
この「想像の伽藍」は 6月 にシル

クロードを旅した後に制作した最

新作です。5月 4日～9月 8日 ま

で、ニューヨークのアメリカン・

フォークアート美術館で、

「

he

Art of the Contemorarv do‖ 工
=

のタイトルで、DFJ 2号の表紙の

人形が展示中です。アメリカエ芸

美術館発行の機関誌「AmO重昴 '

Cmft」 (8・ 9月号)でも紹介さ
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REV:EVV(4月 ～8月 )

結城美栄子の宮沢賢治の世界

結城美栄子作品展

賢治ワールド「釜の中のイギリス海岸」

5/11～ 19

パークタワーホール (東京・新宿)
「風の又三郎」「ガドルフの百合」「セロ弾きのゴーシュ」な

ど、宮沢賢治の童話から

約百体の陶器の人形を

制作、その作品展は、女

優でもある作者の結城

美栄子さんみずからプ

ロデュースを手がけた。

人形それぞれを役者と

考え「動かない芝居」の

舞台であるという空間

構成には、布の会社が協

力、趣のある布と照明を

幻想的に組み合わせた。

いくつかの作品は、上か

ら垂らされた紗のよう

な半透明の布越しに、ま

たはその隙間から覗く

ようになっている。ま

た、賢治の童話の登場人

物の衣装を着た監視人

の動作も異次元の人のようで、心憎いほどの心配りである。

作品は、インスピ

レーションで一気に仕

上げていくという作者

の勢いと力が感じられ

る。その発想やフォル

ム、表情の自由奔放さ

は、従来の日本人の、

特に人形のあいだでは

なかなか認められにく

いものだが、作者が

ヨーロッパで育ったこ

とが大きく関係してい

るだろう。ヨーロッパ

に憧れた賢治と、ヨー

ロッパに育ちそのセン

スを身につけた作者の

ベクトルが向かい合っ

た今回の展示は、賢治

のファンタジーを味わ

い楽しむための拠り所

としてひとつの位置を

じめることになると思う。              猫の事務所

今回展示された作品は、この後岩手県盛岡市
の賢治ワールドにある「ホテル森の風」に常設展示される他、

作品集「賢治ワールド」で全容を見ることが出来る。

メグ・ホソキの

マドモワセツル・ルゥルゥ

メグ・ホソキ個展  マドモアゼル ルゥルゥの世界旅行
6/10～ 6/15

スペース・ユイ (東京・南青山)
「オズ・マガジン」の表紙などで若い世代に人気の高いイラ

ストレーターのメグ・ホソキさんの人形個展は、一般の人形

展とかなり様相が異なる。ホソキさんのイラストのようにシ

ンプルなフアッション・ ドール「マドモアゼル・ルゥルゥ」
は、バービー人形やリカちゃんのように大量生産の方法で型

をおこし、硬質ビニールで作られている。彼女は、この個展
の五十体だけのために、渋る工場の関係者を説得し、「ルゥ
ルゥ」を制作した。バービー人形と同じく31crnの ルゥルゥ
は、世界の各都市のタイトルを冠し、作者自身親しみのある

フアッションをまとつている。

ホソキさんのこだわりは、いわゆる人形作家のそれと正反

対である。例えばどこでも手に入る布地で、ミシンロも特に

細かくせず、時には裁ち切りのまま、特に、髪は植毛にする
ことにこだわった。いゎば、どこで手を抜くかが課題だった
という。だが量産して販売することはホソキさんの目的では

ない。彼女自身、着せ替え人形が好きで、コレクションも多
く、イラストも紙の上で着せ替え人形をしているようなもの

だという。自分の絵を立体化するとどうなるか、また、絵を

もっと好きでいるために少し離れて自分の絵を見るという意

味で、ルゥルゥの制作は三年越しの思いの末実現したもの

だつた。ユニークなコンセプトやそれを工場主に理解させる

という行為、制作、完成まで全てを含め、ルゥルゥを見てい

ると、アーティストの人形とはこういうものではないかと感
じた。

Ｆ
Э

ラース

ハノイ

プロトタイプ

E

こ
▲

I

響

bヒ

0



文鰤写‡蒟鰺烹仄
伽
井
丹
爾
人
形
展
　
人
形
輝

ヽ
ヽ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
，
い
ヽ
コ
Ｎ

ラ

・
カ
メ
ラ

（東
京

・
赤
坂
）

住
宅
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
地
下
に

あ
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
は
、
看
板
も
な

く
、
案
内
状
を
持
っ
た
人
し
か
訪
れ

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
若
い
人
達
が
か
わ
る
が
わ

る
訪
れ
て
は
、
殺
風
景
と
い
っ
て
も

い
い
ほ
ど
飾
り
気
の
な
い
会
場
で
長

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。

展
示
さ
れ
た
七
体
は
全
て
球
体
関

節
の
少
女
像
で
、
新
作
の
百
二
十
セ

ン
チ
大
の
裸
体
の
少
女
の
人
形
三
体

が
正
面
を
向
い
て
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に

展
示
さ
れ
て
い
る
。
白
い
壁
に
映
る

素
肌
の
少
女
た
ち
か
ら
は
、
脱
が
さ

れ
た
と
い
う
よ
り
も
自
ら
肌
を
表
す

少
女
の
感
性
を
感
じ
る
。
左
右
の
や

や
小
さ
め
の
ア
ク
リ
ル
ボ

ツ
ク
ス
の

中
に
は
や
は
り
裸
体
の
少
女
が
閉
じ

こ
め
ら
れ
て
い
る
。
作
意
性
の
あ
る

ポ
ー
ズ
は
箱
と
い
う
無
機
的
な
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
し
て
鑑
賞
さ
れ
る
。

今
ま
で
の
展
示
で
は
、
本
人
の
イ

メ
ー
ジ
に
頑
固
に
こ
だ
わ
る
演
出
で

見
せ
て
き
た
そ
う
だ

。
　

今
回
は

色
々
な
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い

こ
う
と
外
見
も
内
容
も
自
紙
の
状
態

に
戻
し
た
展
示
が
、
力
を

一
つ
抜
い

た
素
直
な
印
象
と
な
り
、
好
感
が
持

て
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（小
川
）

第
二
回
グ
ル
ー
プ

・
ロ
ン
ド

創
作
人
形
展

い
ヽ
二
ω
く
′
ｕ
ヽ
二
〇

せ
・
ら
～
る

（東
京

。
新
宿
）

高
橋
操
さ
ん
の
教
室
出
身
者
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
展
で
今
回
は
三
回
目
。

毎
回
多
少
の
メ
ン
バ
ー
の
変
化
が
あ

る
が
、　
一
年
半
に

一
回
と
い
う
ペ
ー

ス
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
開
催
、
成
果

を
あ
げ
て
き
て
い
る
。
今
回
　
参
加

の
九
人
は
そ
れ
ぞ
れ
三
体
を
出
品
、

殆
ど
が
石
塑
に
よ
る
固
定
ポ
ー
ズ
だ

が
、
内
容
は
、
躍
動
溢
れ
る
桜
井
江

津
子
さ
ん
や
、
美
し
い
色
と
造
形
の

木
立
員
佐
美
さ
ん
、
コ
ミ
カ
ル
な
蘭

丸
さ
ん
、
女
性
の
力
強
さ
を
感
じ
さ

せ
る
種
田
昌
子
さ
ん
な
ど
個
性
の
違

い
が
は
っ
き
り
と
楽
し
め
る
展
覧
会

だ
っ
た
。
写
真
は
上
野
延
子
さ
ん
の

「背
中
合
わ
せ
」
　
　
　
　

（小
川
）

山
吉
由
利
子
人
形
展
　
少
女
諄

い
ヽ
Ｎ
Ｏ
く
′い
ヽ
い
０
美
曹
樹

（東
京

・
渋
谷
）

丹
念
に
磨
か
れ
妖
し
く
色
を
施
さ

れ
た
石
塑
の
球
体
関
節
の
人
形
。
そ

の
ま
わ
り
に
は
首
か
ら
吊
さ
れ
た
人

形
、
標
本
の
よ
う
に
瓶
に
詰
め
ら
れ

た
子
供
の
頭
部
…
。
樹
脂
で
型
ど
ら

れ
た
蝉
の
抜
け
殻
の
よ
う
な
半
透
明

の
少
女
。
耽
美
を
好
む
少
女
の
危
う

い
妄
想
に
登
場
す
る
よ
う
な
彼
ら

は
、　
一
見
痛
々
し
い
状
況
に
あ
り
な

が
ら
、
し
か
し
悲
壮
感
は
な
く
、
か

と
い
っ
て
無
機
的
で
も
な
い
。
屍
の

よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
は
っ
き
り
と

し
た
存
在
感
が
あ
る
。
そ
れ
が
彼
ら

の
人
形
で
あ
る
所
以
な
の
だ
ろ
う
。

球
体
関
節
人
形
の
愛
好
者
の
間
で
人

気
の
高
い
山
吉
由
利
子
さ
ん
の
今
回

の
個
展
で
は
、
旧
作
四
点
を
含
め
十

九
点
を
展
示
。
そ
れ
ぞ
れ
が
密
度
の

濃
い
作
者
の
充
実
し
た
仕
事
ぶ
り
を

み
せ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
（小
川
）

沢
登
し
げ
こ
展

時
間
の
さ
さ
や
き

い
ヽ
Ｎ
ω
‘，
い
ヽ
Ｎ
０

大
丸
東
京
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー
て
ん

満
月
、
半
月
な
ど
月
の
満
ち
欠
け

を
表
す
縮
緬
を
ま
と
っ
た
子
供
達

は
、
和
の
メ
ル
ヘ
ン
、
今
回
の
タ
イ

ト
ル
と
な
っ
た

「時
間

（と
き
）
の

さ
さ
や
き
」
は
洋
の
メ
ル
ヘ
ン
と
、

「銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
ス
テ
ー
ジ
を

境
に
三
十
体
あ
ま
り
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
三
十
セ
ン
チ
大
の
パ
ッ
キ
ン

グ
の
作
品
は
、
師
で
あ
る
人
の
影
響

が
み
ら
れ
る
が
、
月
の
子
供
達
の
は

じ
け
る
よ
う
な
動
き
は
作
者
独
自
の

も
の
で
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
よ
り
充

実
さ
せ
た
作
品
を
見
る
の
が
楽
し
み

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（小
川
）

大
森
小
夜
人
形
展
　
天
使
＝

０
ヽ
二
‘，
０
ヽ
０

せ

・
ら
～
る

（東
京

。
青
山
）

「日
曜
日
の
天
使
」
か
ら

「土
曜
日

の
天
使
」
ま
で
各
曜
日
を
名
前
に
冠

す
る
七
体
の
天
使
の
人
形
た
ち
が
自

い
空
間
で
静
か
に
作
ん
で
い
る
。
天

使
た
ち
は
す
べ
て
女
性
体
で
慈
悲
深

い
微
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
り
、
聖
母

の
イ
メ
ー
ジ
も
重
な
っ
て
見
え
る
。

人
形
は
桂
ま
た
は
檜
を
材
料
と
し
、

ア
ク
リ
ル
絵
具
で
着
色
。
着
色
と
ヤ

ス
リ
が
け
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
と

い
う
表
面
は
木
日
と
重
ね
ら
れ
た
絵

の
具
に
よ
っ
て
優
し
い
光
沢
を
放
っ

て
い
た
。
で
き
得
る
限
リ
シ
ン
プ
ル

で
柔
ら
か
い
も
の
を
目
指
し
た
と
い

う
大
森
さ
ん
の
言
葉
通
り
、
素
朴
さ

が
木
の
温
も
り
と
し
て
伝
わ
っ
て
く

る
。
大
森
さ
ん
は
吉
田
良

一
氏
に
師

事
し
、
最
初
は
芝
居
用
の
か
ら
く
り

人
形
を
製
作
し
て
い
た
が
、
や
が
て

置
き
人
形
に
転
向
。
今
回
が
二
年
ぶ

り
五
度
目
の
個
展
と
な
る
。
（小
磯
）

大
槻
和
子
人
形
展
～
ほ
ほ
え
み
Ⅳ
～

０
ヽ
ω
く
′０
ヽ
０

ギ
ャ
ラ
リ
‥
近
江

（東
京

・
銀
座
）

今
年
二
月
に
家
庭
画
報
の
公
募
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
た

「
小
さ
な
淑

女
」
を
始
め
、
微
笑
み
を
浮
か
べ
た

十
五
体
の
子
供
や
少
女
の
人
形
が
思

い
思
い
に
並
ん
で
い
た
。
作
品
は
す

べ
て
石
塑
を
用
い
た
球
体
関
節
人

形
。
大
き
さ
は
五
十
セ
ン
チ
く
ら
い

の
も
の
か
ら
最
大
で
百
五
十
セ
ン
チ

ほ
ど
だ
が
、
今
回
は

一
メ
ー
ト
ル
前

後
の
や
や
大
き
め
の
サ
イ
ズ
の
人
形

が
目
立
っ
た
。
作
品
の
多
く
は
外
国

人
の
少
女
だ
が
、
市
松
風
の
日
本
少

女
人
形
が
二
体
あ
り
、
そ
こ
は
か
と

な
く
作
者
本
人
の
面
影
を
感
じ
さ
せ

る
。
目
鼻
立
ち
を
押
さ
え
た
よ
う
な

人
形
の
顔
は
　
市
松
風
の
作
品
に
よ

く
合
っ
て
い
た
。

大
槻
さ
ん
は
吉
田
良

一
氏
に
師
事

後
、
定
期
的
に
個
展
を
開
催
。
毎
回

洋
服
を
衣
替
え
さ
せ
て
展
示
し
た
い

と
い
う
こ
だ
わ
り
の
為
に
季
節
を
変

え
て
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
夏
の

服
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
人
少
女
の

着
て
い
る
和
服
以
外
は
ア
ン
テ
ィ
ー

ク

・
レ
ー
ス
を
使
っ
た
薄
い
ド
レ
ス

な
ど
、
ほ
ぼ
全
て
手
作
り
さ
れ
て
い

る
。
ま
た

「も
う

一
つ
の
趣
味
」
と

大
槻
さ
ん
が
言
わ
れ
た
十
五
セ
ン
チ

前
後
の
小
さ
な
テ
デ
ィ

・
ベ
ア
の
縫

い
ぐ
る
み
八
体
と
、
外
枠
を
夫
君
に

作
っ
て
も
ら
い
内
装
を
手
掛
け
た
十

分
の
一
サ
イ
ズ
で
二
階
建
て
五
部
屋

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス

（配
線
も
完

備
さ
れ
て
お
り
、
ち
や
ん
と
電
気
が

つ
く
！
）
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
（小
磯
）

創
作
人
形
展
　
夢
の
つ
ば
さ

い
ヽ
Ｎ
∞
く
′０
ヽ
Ｎギ
ャ
ラ
リ
ー
幹

（倉
敷
）

岡
山
市
在
住
の
人
形
作
家
木
村
宏

美
さ
ん
と
門
下
生
十
人
の
久
し
ぶ
り

の
作
品
展
な
の
で
楽
し
み
に
し
て
い

た
が
、
会
場
に
入
る
と
、
石
塑
を
胡

粉
や
ち
り
め
ん
で
仕
上
げ
た
市
松
人

形
四
十
八
体
、
洋
服
抱
人
形
四
十
五

体
が
和
や
か
に
迎
え
て
く
れ
た
。
い

ず
れ
も
着
せ
替
え
が
で
き
、
人
形
を

身
近
に
飾
る
楽
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
他
に
手
染
め
の
優
し
い
色
合
い

の
布
を
使

っ
た
白
雪
姫
、
親
指
姫
、

青
い
鳥
な
ど
童
話
の
世
界
を
表
現
し

た
固
定
ポ
ー
ズ
の
作
品
も
数
組
あ
り

心
を
な
ご
ま
せ
る
。
ま
た
出
品
者
全

員
の
合
作
と
し
て
ミ
ニ
人
形
数
十
点

を
作
り
、
プ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
た
り
、

シ
ー
ソ
ー
や
滑
り
台
、
ま
ま
ご
と
、

釣
り
、
三
輪
車
、
お
に
ぎ
り
を
食
べ

る
な
ど
、
野
の
草
花
を
配
し
た
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
着
衣
の
子
供
た
ち
の
集

う
風
の
子
広
場
も
設
け
て
あ
る
。
人

形
の
持
う
優
し
さ
、
楽
し
さ
を
味
わ

え
た
作
品
展
で
あ
っ
た
。
　

　

（Ｋ
）

左
川
雅
子
創
作
人
形
展

「「
刃
ｏ
■
ロ
カ
～
貴
方
へ
」

０
ヽ
ハ
ω
く
′０
ヽ
二
∞
ギ
ャ
ラ
リ
ー
く
０
３
■
８

（大
阪
心
斎
橋
）

「
ア
フ
ガ
ン
～
遥
か
な
る
子
供
た

ち
へ
」
に
続
く
、
　

　

三
度
目
の
個

展
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
と
ア
ジ
ア

が
混
在
す
る
、
ト
ル
コ
系
の
人
達
に

魅
か
れ
て
度
を
重
ね
、
前
回
の
個
展

で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
た

ち
の
表
情
を
、
人
形
に
託
し
た
が
、

政
治
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
国
名

の
タ
イ
ト
ル
に
、
観
客
の
視
線
も
話

題
も
注
が
れ
過
ぎ
た
。
そ
こ
で
今
回

は
、
フ
ラ
ワ
ー
。
ひ
ま
わ
り
、
ラ
イ

ラ
ッ
ク
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の
名

を
付
け
た
人
形
が
十
五
体
、
花
畑
さ

な
が
ら
に
、
会
場
を
取
り
囲
む
よ
う

に
し
て
並
ん
で
い
る
。
フ
リ
ー
の
パ

タ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
作
者
に

′
０

麒
一↑

，
Ｆ
●

警甲ヽ

警



REViEヽA√
と
っ
て
、
衣
装
は
お
手
の
も
の
だ

が
、
各
々
庭
、
こ
れ
も
自
作
の
ペ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
が
添
え
ら
れ
て
い

て
、
お
し
や
れ
な
街
角
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
ふ
さ
わ
し
く
、
あ
で
や
か

だ

っ
た
。
三
体
の
人
形
に
よ
る
三
様

の
視
線
が
少
し
危
な
げ
な

「芥
子
」。

ベ
イ
ビ
ー
プ
レ
ス
と
言
う
言
葉
を
も

つ

「か
す
み
草
」
は
、
閉
じ
た
ま
ぶ

た
の
下
の
眼
球
を
見
せ
る
こ
と
も
な

く
、
不
思
議
な
色
香
を
漂
わ
せ
て

眠
っ
て
い
る
。

子
供
や
花
の
そ
の
ピ
ュ
ア
ー
で
素

直
な
美
し
さ
を
、
人
形
で
表
現
し
た

い
と
い
う
作
者
の
思
い
は
、
変
わ
り

わ
ら
な
い
の
だ
が
、
前
回
で
は
、
タ

イ
ト
ル
が

一
人
歩
き
を
し
て
し
ま
っ

た
。　
そ
ん
な
戸
惑
い
を
ふ
ま
え
て
、

同
じ
テ
ー
マ
を
、
も
う

一
つ
の
タ
イ

ト
ル
と
切
口
で
見
せ
る
こ
と
が
出
来

た
今
回
の
個
展
は
、
作
者
に
と
つ
て

も
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ａ
）

鈴
木
千
賀
子
木
彫
展
　
～
愛
と
祈
り

の
詩
＝
～

０
ヽ
ヨ
Ｎ
く
′０
ヽ
Ｎ
Ｎ

サ
エ
グ
サ
画
廊

（東
京

・
銀
座
）

会
場
は
、
ま
る
で
森
林
の
中
に
作

ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
木
が
香
る
。

鈴
木
さ
ん
の
木
彫
作
品
は

「弥
勒
菩

薩
」
「釈
迦
三
尊
」
「如
意
輪
観
音
像
」

な
ど
の
有
名
な
仏
像
を
メ
イ
ン
と
し

て
、
「聖
母
マ
リ
ア
」
「キ
リ
ス
ト
降

誕
」
な
ど
宗
教
的
題
材
を
扱
っ
た
も

の
や
、
「花
の
精
」
「帰
信

（小
川
芋

鐵
の
戯
画
よ
り
）
」
他
二
十

一
点
が

展
示
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
父
の
供

養
を
願
い
彫
っ
た
と
い
う

「十

一
面

観
音
菩
薩
」
は

一
メ
ー
ト
ル
近
い
大

き
さ
が
あ
り
、
作
者
の
力
の
入
れ
込

み
を
感
じ
る
。
仏
像
は
資
料
を
参
考

に
し
た
が
、
特
に
制
約
を
気
に
せ
ず

彫
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
確
か
に

既
存
の
仏
像
と
は
若
千
違
和
感
を
覚

え
る
。
し
か
し
逆
に
自
由
な
立
場
ゆ

え
、
作
者
の
大
ら
か
さ
、
素
朴
な
気

の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
見
た
人

が
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な

作
品
を
彫
り
続
け
た
い
と
い
う
鈴
木

さ
ん
の
願
い
が
、
そ
の
顔
に
は
よ
く

現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
鈴
木

さ
ん
は
造
形
作
家
の
友
永
詔
三
氏
に

師
事
。
木
の
操
り
人
形
の
製
作
か
ら

始
ま
り
、
国
立
劇
場
で
文
楽
の
頭
を

修
行
す
る
な
ど
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。　
　
　
　
　
（小
磯
＋
小
川
）

風

（第

一
章
　
気
ま
ま
に
吹
い
て
）

０
ヽ
ヨ
ヽ
‘＞
ｕ
ヽ
ヨ
０

ス
テ
ッ
プ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（東
京

・
銀
座
）

稲
辺
智
津
子
さ
ん
の
教
室
の
出
身

者
の
五
人
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
の
第

一
回
目
。
出
展
者
は
、
大
島
は
る
み
、

金
井
賀
江
、
石
原
み
ど
り
、
鳥
海
麻

子
、
早
川
茂
子
、
小
山
さ
り
。
習
作

な
ど
の
初
期
作
品
も
含
ま
れ
、
年
代

も
広
が
り
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

が
現
在
に
至
る
ま
で
の
変
遷
が
み
ら

れ
た
。
小
山
さ
ん
、
鳥
海
さ
ん
は
若

い
同
世
代
の
感
覚
を
生
か
し
た
球
体

関
節
人
形
を
、
早
川
さ
ん
は
、　
一
貫

し
て
バ
レ
リ
ー
ナ
を
テ
ー
マ
に
、
大

島
さ
ん
は
華
や
か
な
女
性
的
な
感
覚

を
ベ
ー
ス
に
多
様
な
表
現
に
挑
戦
、

金
井
さ
ん
は
情
感
溢
れ
る
ポ
ー
ズ
人

形
を
、
石
原
さ
ん
は
作
者
の
温
か
な

視
線
と
観
察
を
感
じ
さ
せ
る
作
品

で
、
次
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
と
内

容
を
よ
り
深
め
て
い
っ
て
欲
し
い
。

写
真
は
石
原
さ
ん
の

「お
け
い
こ
」

（小
川
）

平
井
民
子
創
作
人
形
展

「ｒ
ｍ
∽
∽
Ｏ
Ｚ

Ｏ
Ｚ
ｍ
」

Ｎ
ヽ
二
く
，
Ｎ
ヽ
ヨ
Ｏ

昔
人
形
青
山
ギ
ャ
ラ
リ
ー

バ
ヨ

（京
都

・
北
区
）

伝
統
工
芸
も
し
く
は
、
市
松
人
形

系
の
作
家
が
多
い
関
西
、
こ
と
に
京

都
に
あ
っ
て
、
珍
し
く
、
妖
し
く
て

危
な
げ
な
、
少
女
世
界
の
人
形
で
あ

る
。
粘
土
の
自
さ
を
生
か
し
た
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
ボ
デ
ィ
ー
は
勿

論
、
眉
も
唇
も
着
色
さ
れ
て
い
な
い

が
、
違
和
感
を
覚
え
な
い
の
は
、
正

確
な
デ
ッ
サ
ン
カ
に
に
裏
付
け
さ
れ

た
彫
り
の
深
い
顔
造
り
に
よ
る
も
の

で
、
結
果
と
し
て
、
顔
の
中
で
は
唯

一
の
色
と
な
っ
た
眼
球
の
色
の
奥
深

さ
が
、
際
立
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
初
め
て
の
発
表

で
あ
る
が
、
粘
土
の
白
さ
を
全
面
に

押
し
出
す
こ
と
に
割
り
切
っ
た
分
、

面
相
書
き
も
洋
服
の
正
確
に
も
手
間

を
と
ら
れ
る
こ
と
な
く
ボ
デ
ィ
ー
造

り
に
専
念
で
き
た
こ
と
や
、
等
身
大

や
大
き
め
の
人
形
も
あ
っ
た
が
、
白

い
肌
に
黒
布
を
多
用
し
た
立
体
的
な

展
示
方
法
で
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

初
個
展
と
な
っ
た
。
作
品
を
自
ら
撮

影
し
た
写
真
も
好
評
で
、
人
形
と
写

真
と
い
う
表
現
は
、
い
か
に
も
関
東

の
作
家
に
よ
る
展
開
を
思
わ
せ
る

が
、
着
色
さ
れ
な
い
白
い
肌
を
も
つ

人
形
と
い
え
ば
、
胡
粉
の
自
さ
を
行

か
し
た
江
戸
時
代
の
御
所
人
形
や
雛

人
形
に
も
通
じ
る
所
が
あ
っ
て
、
意

外
な
部
分
で
京
都
ら
し
い
作
家
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
（Ａ
）

相
馬
宏
充

（イ
ラ
ス
ト
）
・
棚
野
幸

知

（人
形
）
二
人
展

Ｎ
ヽ
０
く
′Ｎ
ヽ
ヨ
ヽ

せ

・
ら
～
る

（東
京

・
青
山
）

古
本
屋
で
見
つ
け
た
黒
澤
明
監
督

の
自
黒
映
画
作
品

『
七
人
の
侍
』
の

バ
ン
フ
レ
ツ
ト
で
侍
た
ち
の
鎧
の
色

が
赤
で
あ
っ
た
と
知
り
、
そ
の
赤
い

鎧
の
再
現
を
目
指
し
て
造
ら
れ
た
人

形
が
欄
野
氏
の
『菊
千
代
』
で
あ
る
。

鑑
賞
用
で
は
な
く
手
に
持
て
る
も
の

を
、
映
画
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
再
現

す
べ
く
雨
に
濡
れ
て
も
よ
い
よ
う
に

特
殊
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
造
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
鎧
の
止
め
具
に
本
物
の
象

牙
を
使
用
し
た
り
、
添
え
付
け
の
銃

を
実
際
と
同
じ
素
材
で
造

っ
た
り
、

人
形
の
髪
の
色
を
、
三
船
敏
郎
が
、

中
央
だ
け
か
つ
ら
で
左
右
は
自
毛
を

使
用
し
て
髪
の
色
が
違
っ
た
の
を
再

現
し
た
り
と
、
細
部
ま
で
こ
だ
わ
り

が
感
じ
ら
れ
る
。
人
形
は
他
に
安
徳

天
皇
と
鎧
武
者
、
耳
な
し
芳

一
な
ど

六
点
ほ
ど
の
か
ら
く
り
人
形
が
展
示

さ
れ
て
い
た
。

欄
野
氏
は
師
事
は
せ
ず
に
、
辻
村

ジ
ュ
サ
プ
ロ
ー
氏
の
元
へ
友
人
と
し

て
通
い
な
が
ら
人
形
創
作
を
覚
え
た

と
い
う
。
氏
は
通
常
は
時
代
劇
撮
影

用
の
入
れ
墨
描
き
や
特
撮
技
術
考
証

な
ど
多
方
面
で
活
躍
中
だ
が
、
今
後

し
ば
ら
く
は
特
に
役
者
活
動
に
力
を

い
れ
る
そ
う
だ
。
最
近
で
は

『ガ
メ

ラ
２
』
に
自
衛
隊
員
役
で
出
演
し
て

い
る
。

相
馬
氏
は
大
林
宣
彦
監
督
作
品
を
中

心
に
活
躍
中
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

で
絵
巻
風
に
描
い
た

「
七
人
の
侍
」

や
、
映
画
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
出

展
。
　

　

　

　

　

　

　

　

（小
磯
）

教
室
展

教
室
展
藤
井
路
以
教
室
展

い
ヽ
二
Ｎ
々
い
ヽ
二
∞

ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ガ
タ

（東
京
・
銀
座
）

人
形
と
イ
ラ
ス
ト
を
含
む
九
人
の

生
徒
に
よ
る
教
室
展
。
人
形
は
六
人

が
そ
れ
ぞ
れ
二
～
三
体
を
出
展
。
球

体
関
節
の
人
形
が
中
心
で
、
フ
ア
ン

タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
だ
が
全
体
が
こ
じ
ん

ま
り
ま
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
印
象
な

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
立
体
的

に
見
せ
る
工
夫
が
ほ
し
い
。
正
面
入

口
に
は
、
本
誌
９
号
の
表
紙
で
紹
介

し
た
藤
井

路
以
さ
ん
の
新
作
が
展
示

さ
れ
た
。
写
真
は
大
田
庸
子
さ
ん
の

「カ
ノ
ン
」
。　
　
　
　
　
　
（小
川
）

取
材

。
文
　
小
川

・
小
磯

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
寄
稿

躍
一
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鮨井丹爾

大森小夜

山

由
利
子
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木
木
木
木
展

の
ヽ
Ｎ
ヽ
く
′０
ヽ
Ｎ
０

ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
テ
キ

（東
京

・
銀
座
）

ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
人
形
美
術
で
名
高
い
片
岡
昌
氏
の
参
加
し
た

グ
ル
ー
プ
展
。
木
を
素
材
と
す
る
佐
藤
貞
男
氏
、
野
村
慧
氏
、
向
井
勝
実
氏
ら

が
参
加
。
現
在
も
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
で
活
躍
す
る
片
岡
氏
は
、
多
忙
な
合
間

を
ぬ
い
、
積
極
的
に
造
形
活
動
を
行
い
発
表
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。
表
現
す

る
対
象
が
ヒ
ト
ガ
タ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、常
に
色
々
な
素
材
で
新
し

い
表
現
を
試
み
て
い
る
そ
う
で
、
今
回
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
み
、
ス
ポ
ー

ツ
を
テ
ー
マ
に
平
板
を
組
み
合
わ
せ
た
可
動
式
の
等
身
大
の
オ
ブ
ジ
ェ
三
体
を

展
示
し
た
。
氏
の
自
由
さ
と
ユ
ー
モ
ア
が
、
伸
び
や
か
な
線
と
鮮
や
か
な
配
色

に
感
じ
ら
れ
る
。
写
真
は
左
が

「
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
」
、
右
が

「し
ろ
く
ろ
シ

ン
ク
ロ
」
（小
川
）
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０
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COMING ON THE SCENE―新人紹介―

小林とむぼ

右 アリスⅡ 約 90Cm,球体関節石塑
左 海に… 80cm、 球体関節、石塑、樹脂粘土、和
紙仕上げ

稲辺智津子さんの教室に通い、人形制作を始める。

写真の「海に」で今年の創作人形協会展で新人賞を

受賞。同作品では、制作において工芸を意識し、鱗

の部分も 1枚 1枚可動にした。8月 に上野の東京都

美術館で開催されるインターナショナル・アーティ

スト・クラブ展に出展。「アリス」は本人の好むテー

マで、この後も制作を続ける予定。誰かが連れてい

きたくなるような愛らしさがテーマ。イノセントな

愛らしきの魅力を損なわずに様々なテーマに挑戦し

ていって欲しい。

MARKETAND COⅣ ‐ S藤 欲 俯 粽 ),`纏辣 :無菫.:薔輻 輻 ::巖 :疑,な蝙 躙 覆鼈 饒 態朦爾饉鰈購爾饉轟爾爾震艤機鐵鐵鐵鐵釉 :菫 I::露1撻:輻:輻躙 辣 隋 蜀 襦 糀 蒻,ゞ鷺:鰈鰈 諫 鼈 躙 黎

(4月～ 8月 )

展示即売会

★ドルスバラード

世界の人形展‐6/24～ 6/29

丸善日本橋店 (東京)

ハンナ・ゲーツ (ドイツ)1体 36万円
同fH[ 03-3691-3572

ドルスバラード恒例の世界の

人形展。今回は趣が少し変わ

り、海外のアーティスト・ドー

ルを積極的に紹介した。日本で

は初めての紹介になる―体もの

や限定制作の人形、また現代人

気作家のレプリカなどが展示さ

れた。日本の作家では、三輸輝

子、若月まり子、滝康子、小林

美枝子、福島弘太郎らが出品。

アンティークドールやレプリカ

も、通常通り展示された。

★グランパパ

世界のドール・フェア

6/15～ 7/7

グランパパ南青山本店 (東京)

会期を前後に分け、ヨー

ロッパとアメリカの限定制作

のアーティストドールを中心

に紹介した。ベビードールの

人気が強く、 ドイツのスタイ
ン・アメリカのターナーは好

評だった。グランパパは、10

万円以内でも買える普及版の

アーテ ィストドールも積極的

に紹介、津川コレクションに

あるシュミットの普及版の四

季の衣装をつけた少女の人形

は72000円。マークスザッ
プ社の品揃えは抱負。詳しい

案内が欲しい場合は、申し込

めば入手可能。カタログによ

る注文もできる。問合せ03-

3475-1388*9/18～ 9/
22延岡店 (宮崎)、 松山店
(愛媛)でもドールフェア開催

★とおりゃんせ

謡ふまなざし展

7月 25日～8月 11日

とおりゃんせ (群馬県桐生

市)恒例の夏の人形展。今年
は金子みすずの詩集をモチー

フに、布を素材とする小林美

枝子、小牧多賀子の作品を中

心に紹介。小林美枝子の西洋

のメルヘンを、小牧多賀子は

振り袖を着た猫の連作などを

出品、人気を集めた。偶然金子

みすずの詩「わたしと小鳥と

すずと」にぴっ

たリイメージの

重なった作品

(写真)は同展
の顔となった。

(小牧作品はほ

とんど完売)

問合せ 0277-
22-8777

コンテスト
◆第 6回

創作紙粘土全国作品展

7/23・ 24

主催 :創作紙粘土協会

会場 :新大阪駅前中央ビル

まさしく百花燎乱の着想と表

現が華やかな作品が、各人形教

室ごとに計500点。創り手の楽
しさが伝わってくるような愛ら

しい花々や人形たち。幅広い作

風の中で、完成度が高く技術的

に際だった彫刻的作品が、人目

を引いていたようだつた。今回

のグランプリは、山田文子さ

ん。バロック風な味わいのある

大作。色彩も素直に美しい。(K)
*今回の出品図録は、全国手芸

店にて販売 (1800円予定)。 又

は電話で連絡すれば通販も可

能。

tel()6-996-5171 創作紙粘
土協会

*今後の作品展の予定は、残念

ながら今の所ありません

前回グランプリの川崎裕子さん作品

Ｏ

υ

シュミットの普及版 58000円
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カバーインタビュー

結城美栄子

ま
な
づ
る
と
ダ

ァ
リ
ヤ

写
真
　
五
十
嵐
　
真

去る5月 に新宿のパークタワーホールで「賢治ワールドー窯の中のイギリ

ス海岸」を終えた結城美栄子さん。100体の陶人形の制作だけでも大変な

のに、プロデューサーとしてスポンサーとの交渉、宣伝、空間演出やスタッ

フの管理など全てをこなしたパワーは、並大抵のものではないだろう。それ

は、テレビなどで馴染みの彼女のイメージからは想像しにくいかもしれない

が、自由奔放で、見る者に強烈な印象を与える彼女の陶人形を見れば納得の

いくものである。 芸術を愛し、西洋文化に造詣が深く、教育問題にも関心
を寄せる素顔の結城さんに、お話を伺つた。

インタピュー・文 小川千恵子

賢
治

ワ
ー
ル
ド

■
　
結
城
さ
ん
自
身
は
人
形
と
い
う

こ
と
に
何
か
こ
だ
わ
り
を
持
た
れ
て

い
ま
す
か
？
例
え
ば
、
私
の
は
人
形

じ
や
な
い
か
ら
人
形
誌
な
ん
か
に
載

せ
な
い
で
、
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
。

結
城
　
別
に
あ
ん
ま
り
関
係
な
い
よ

う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
、
な
ん
で

も
。
彫
刻
と
思
っ
た
ら
彫
刻
っ
て
思

え
ば
い
い
し
、
人
形
だ
と
思
っ
た
ら

思
え
ば
い
い
し
。
あ
ま
り
意
識
し
て

作
っ
て
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
役
者

を
や

っ
て
て
、
な
ん
で
陶
芸
や
る

か
っ
て
い
わ
れ
て
も
、　
別
に
違
う
こ

と
と
は
思
え
な
い
。
手
段
は
違
う
か

も
知
れ
な
い
け
ど
、
内
容
と
し
て
は

や
っ
ば
り
本
当
に
人
に
感
動
し
て
も

ら
い
た
い
と
か
、
人
に
今
自
分
が
感

じ
て
い
る
こ
と
を
わ
か

っ
て
も
ら
い

た
い
と
か
何
か
創
造
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
す
か
、
そ
う
い
う
の
は
同

じ
だ

な

っ
て
思
う
ん

で
、
別
に

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
な
い
し
、
ま
た
、

役
者
を
や
め
て
そ
う
い
う
も
の
を

作

っ
て
い
る
と
か
も
思
わ
な
い
ん
で

す
。
■
　
去
年

一
年
間
は

『賢
治
ワ
ー
ル

ド
』
の
た
め
に
、
お
芝
居
の
お
仕
事

を
中
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
。

結
城
　
中
止
っ
て
い
う
こ
と
も
な
い

ん
で
す
。
テ
レ
ビ
で
ね
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

Ｂ
Ｓ
の

『
ス
ペ
イ
ン
焼
き
物
紀
行
』

と
い
う
レ
ポ
ー
タ
ー
み
た
い
な
仕
事

を
や
っ
て
た
ん
で
す
。
で
も
百
体

を

一
年
弱
で
作
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

そ
れ
に
追
わ
れ
た
ん
で
す
。

■
　
で
も
そ
の

『
賢
治
ワ
ー
ル
ド
』

の
話
が
あ
っ
て
か
ら
賢
治
を
作
ろ
う

と
な
さ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ご
自

分
で
元
々
賢
治
の
も
の
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
た
ん
で
す
か
。

結
城
　
私
、
賢
治
の
こ
と
を

一
般
的

な
も
の
し
か
知
ら
な
く
て
。
で
も
私

の
作
品
を
見
て
く

れ
て
る
人
達
に
賢

治
の
も
の
を
作
っ
て
み
た
ら
と
い
う

ふ
う
に
は
言
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。

で
、
そ
う
か
と
思
っ
て
る
と
き
に
、

盛
岡
の
雫
石
と
い
う
所
に

『
賢
治

ワ
ー
ル
ド
』
と
い
う
レ
ジ

ャ
ー
施
設

が
で
き
て
、
そ
こ
に

『ホ
テ
ル
森
の

風
』
っ
て
い
う
ホ
テ
ル
が
で
き
た
。

そ
の
会
長
さ
ん
か
ら
、
結
果
的
に
は

注
文
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ

れ
で
読
み
始
め
た
ん
で
す
。
読
ん
で

い
る
う
ち
に
、
彼
に
は
農
民
運
動
だ

と
か
宗
教
的
な
こ
と
と
か
色
々
な
面

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
あ
る
雑
誌
の
取
材

で
イ
ギ
リ
ス
海
岸
と
い
う
と

こ
ろ
で

撮
影
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
。

私
は
イ
ギ
リ
ス
に
四
年
間
い
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
れ
で
も
う
、
い
ろ

い
ろ
想
像
し
て
行

っ
た
ん
で
す
。
そ

う
し
た
ら
本
当
に
普
通
の
日
本
の
川

で
、
そ
こ
に
ず
っ
と
い
た
ら
、
賢
治

が
お
そ
ら
く
も
の
す
ご
く
西
洋
に
対

し
て
憧
れ
て
い
る
時
期
が
あ
っ
た
ん

だ
な
、
と
。
た
と
え
ば
生
徒
な
ど
を

つ
れ
て
来
て
、
こ
こ
は
イ
ギ
リ
ス
海

岸
だ
と
か
言
っ
て
ね
。
き
っ
と
日
本

の
川
を
通
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
風
景
と

か
を
見
た
り
、
本
や
い
ろ
ん
な
文
学

を
読
ん
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
と
を

知

っ
て
。
た
と
え
ば
銀
河
鉄
道
で
も

ジ

ョ
バ
ン
ニ
と
か
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ

が
、
い
ろ
ん
な
と
こ
へ
行
く
間
の
風

景
の
描
写
な
ど
、
私
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
も
い
ま
し
た
が
、
ス
ウ
エ
ー
デ

ン
の
田
舎
な
ど
と
同
じ
描
写
だ
っ
た

り
す
る
の
は
す
ご
く
不
思
議
で
ね
、

見
た
こ
と
も
な
い
の
に
。
そ
れ
で
す

ご
い
想
像
力
の
持
ち
主
だ
な
と
い
う

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

西
洋
に
対
し
て
そ
う
い
う
憧
れ
が

あ
る
ん
な
ら
ば
、
そ
れ
を
切
り
口
に

逆
探
知
式
に
と
っ
て
み
て
、
私
が
制

作
を
す
る
の
に
選
ん
だ
の
は

『ガ
ド

ロ
フ
の
百
合
』
で
す
と
か

『注
文
の

多

い
料
理
店
』
と
か

『銀
河
鉄
道
の

夜
」
と
か
、
わ
り
に
西
洋
的
雰
囲
気

を
持
つ
作
品
で
し
た
。

■
　
私

『賢
治
ワ
ー
ル
ド
』
を
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
最
初
に
す
ご

い
な
と
思
っ
た

の
が
結
城
さ
ん
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
今
ま
で
人
形
作
家

の
人
形
ば
か
り
見
て
た
も
の
で
す
か

ら
、
今
回
結
城
さ
ん
が
展
覧
会
を
全

部
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
な
さ
っ
て
、
い
ろ

ん
な
ス
タ
ッ
フ

の
方
を
動
か
し
て
そ

し
て
、
あ
れ
だ
け
の
空
間
を
お
作
り

に
な
っ
た
と
い
う
、
ト
ー
タ
ル
で
み

て
も
の
す
ご
い
方
だ
な
っ
て
思
っ
た

ん
で
す
。

結
城
．
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
の
こ
と
？
そ

れ
ま
で
は
俳
優
の
事
務
所
に
い
た
ん

で
す
け
ど
、
そ
こ
を
や
め
ち
や
っ
た

ん
で
す
。
な
ぜ
や
め
た
か
と
い
う

と
、
や
っ
ば
り
も
っ
と
自
由
な
、
陶

芸
寄
り
の
活
動
を
し
た
い
な
と
思
い

ま
し
て
。
そ
れ
で
自
分
で
一
か
ら
十

ま
で

一
つ
の
興
行
と
し
て
あ
れ
を

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
、
す
ご
く

大
変
で
予
算
が
す
ご
く
か
か
る
ん
で

す
。
で
す
か
ら
予
算
を
作
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
た
ん
で
す
ね
。

い
ろ
ん
な
ス
ポ
ン
サ
ー
に
あ
た
っ

た
ん
だ
け
ど
も
、
腰
重
く
て
ね
、
で

も
社
長
さ
ん
に
直
談
判
し
に
行
っ
た

り
し
て
、
そ
れ
も

一
社
じ
や
な
く

て
。
そ
れ
か
ら
あ
と
は
宣
伝
！
も
う

と
に
か
く
そ
の
入
場
料
で
利
益
を
出

さ
な
き
や
い
け
な
い
か
ら
、
宣
伝
を

し
な
く
ち
や
い
け
な
い
。
今
ま
で
は

事
務
所
任
せ
と
か
そ
う
い
う
こ
と

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
自
分
で
全
部

そ
れ
も
や
っ
た
ん
で
す
。

だ
か
ら
例
え
ば
朝
日
新
聞
と
か
、

記
者
の
と
こ
ろ
に
書
い
て
も
ら
う
よ

う
に
頼
み
に
行
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
も
ア
タ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

最
初
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
に
出
し
た

い
と
思
っ
て
ア
タ
ツ
ク
し
て
た
ん
だ

け
ど
ダ
メ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
う

し
た
ら

『お
は
よ
う
日
本
』
っ
て
い

う
朝
の
番
組
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

『週
間
読
売
』
に
出
た
記
事
を
見
て
、

そ
れ
で

「あ
っ
、
こ
れ
は
面
白
い
か

ら
や
ろ
う
」
っ
て
む
こ
う
か
ら
言
っ

て
き
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
九

日
間
で
九
千
人
入
り
ま
し
た
。

会
場

（新
宿
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
）
は

場
所
が
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な

い
。
交
通
の
便
が
悪
い
し
ね
。
そ
う

い
う
リ
ス
ク
が
あ

っ
た
ん
で
す
け

ど
、
あ
と
は
や
っ
ば
り
人
の
輸
で
す

よ
ね
。
本
当
に
こ
う
い
ろ
ん
な
友
達

と
か
、
解
散
し
た
て
の
自
由
劇
場
の

研
究
生
の
人
と
か
製
作
の
人
と
か
、

色
々
な
人
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
。
あ

と
、
主
演
者
の
方
も
。
夜
は
人
形
だ

け
じ
や
な
く
て
宮
沢
賢
治
の
詩
を
朗

読
し
た
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
短
い
芝

居
を
や
っ
た
り
し
た
ん
で
す
ね
。
吉

田
日
出
子
さ
ん
、
丘
み
つ
子
さ
ん
、

及
川
恒
平
さ
ん
と
か
、
花
澤
徳
衛
さ

ん
、
朝
倉
摂
さ
ん
、
阿
部
良
さ
ん
と

か
、
そ
う
い
う
い
ろ
ん
な
人
に
、
そ
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れ
ぞ
れ
や

っ
て
い
た
だ
い
た
ん
で

す
。
そ
れ
も
全
部
放
送
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
、
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
を
作
り
上
げ
て
く
っ
て
い
う

こ
と
は
す
ご
く
大
変
だ
な
あ
と
は

思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
も
の
す
ご
く

面
白
い
ん
で
す
。

そ
れ
で
い
ち
ば
ん
感
動
し
た
の

は
、
『
子
供
毎
日
新
聞
』
が
取
材
が
来

た
ん
で
す
が
、
そ
う
し
た
ら
子
供
が

い
っ
ぱ
い
来
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
子

供
に
は
感
想
文
を
暇
な
時
に
書
い
て

っ
て
私
の
自
宅
の
住
所
を
全
員
に
渡

し
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
ね
、
渡
し

た
人
全
員
が
感
想
文
を
書
い
て
送
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
と
っ
て

あ
る
ん
で
す
け
ど
、
も
う
す
ご
く
か

わ
い
い
絵
が
描
い
て
あ
っ
た
り
、
結

城
さ
ん
の
作
品
を
見
た
ら
す
ご
く
面

白
そ
う
な
の
で
、
宮
沢
賢
治
を
全
部

買
っ
て
読
む
こ
と
に
し
ま
し
た
と
か

ね
。
そ
れ
か
ら
あ
の

「工
作
」
は
大

好
き
で
、
あ
れ
を
見
て
自
分
も
将
来

彫
刻
家
に
な
る
こ
と
を
決
め
た
と

か
、
絵
描
き
に
な
る
こ
と
に
し
ま
し

た
と
か
、
な
ん
か
こ
う
熱
意
が
あ

る
っ
て
い
う
か
、
子
供
の
。
６
歳
ぐ

ら
い
の
子
か
ら
も
来
た
ん
で
す
。
も

う
封
筒
に
ま
で
絵
が
書
い
て
あ
る
ん

で
す
。

■
　
す
ご
い
で
す
ね
。

教
育

の
こ
と

結
城
　
だ
か
ら
そ
れ
が
す
ご
く
励
み

に
な
っ
た
。
嬉
し
い
っ
て
い
う
か
、

そ
れ
が
本
来
は
大
き
い
ね
ら
い
で
は

あ
る
ん
で
す
よ
。
外
国
の
教
育
っ
て

い
う
の
は
、
美
術
館
に
ね
、
頻
繁
に

先
生
と

一
緒
に
行
っ
て
、
感
想
文
を

書
い
た
り
、
模
写
を
し
た
り
。
自
分

の
絵
を
描
い
て
美
術
館
に
売
っ
た

り
っ
て
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
ん
で

す
ね
。
あ
と
は
例
え
ば
勉
強
で
も
、

本
を
読
ん
で
感
想
文
を
書
く
っ
て
い

う
の
が
メ
イ
ン
ぐ
ら
い
に
頻
繁
に
あ

る
。
そ
こ
か
ら
自
分
の
意
見
や
考
え

方
を
持
つ
。

日
本
の
私
の
子
供
の
受
け
て
い
る

教
育
を
見
て
る
と
、
自
分
の
意
見
と

か
も
の
の
考
え
方

っ
て
い
う
の
は
さ

て
お
い
て
、
要
す
る
に
数
学
と
か
、

漢
字
を
暗
記
す
る
と
か
、
な
ん
か
文

章
を
暗
記
す
る
と
か
、
詰
め
込
み
主

義
的
な
教
育
で
す
。
自
分
か
ら
も
の

を
考
え
て
、
自
分
は
こ
れ
が
好
き
だ

と
か
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
今
後
ね
、
恐
い

こ
と
だ
と
思
う
。
こ
う
い
う
子
た
ち

が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
だ

け
ど
、
片
手
落
ち
っ
て
い
う
か
、
日

本
の
文
化
っ
て
い
う
せ
っ
か
く
素
晴

ら
し
い
文
化
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ

が
ダ
メ
に
な
っ
ち
や
う
ん
じ
や
な
い

か
っ
て
、
危
機
感
が
あ
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
子
供
が
美
術
館
と
か
に
対

し
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
は
そ

の
い
き
な
リ
ピ
カ
ソ
と
か
い
っ
て

も
、
感
性
の
良
い
子
な
ら
熱
中
す
る

か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
ま
あ

一

般
的
に
は
、
た
ま
に
美
術
館
な
ん
か

行
っ
て
る
よ
う
な
子
を
見
て
る
と
、

駆
け
回
っ
た
リ
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
い
つ

た
り
、
絵
を
見
て
る
子
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
も
し
、
そ
の

前
段
階
と
し
て
橋
渡
し
み
た
い
な
か

た
ち
で
、
私
の
人
形
が
子
供
の
興
味

を
引
け
る
な
ら
ば
、
今
度
は
次
の
段

階
に
っ
て
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
け

た
ら
す
ご
く
い
い
な
あ
と
思
っ
て
る

ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
、
子
供

の
時
に
童
話
と
か
、
子
供
の
文
学
を

読
む
と
い
う
こ
と
は
す
ご
く
楽
し
い

こ
と
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す

よ
。
自
分
が
子
供
だ
っ
た
時
の
こ
と

を
振
り
返
る
と
。
だ
け
ど
そ
れ
が
今

は
や
っ
ぱ
リ
マ
ン
ガ
と
か
テ
レ
ビ
、

フ
ァ
ミ
コ
ン
と
か

に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
『宮
沢
賢
治
』
と
い
う
の
は
す

ご
く
不
気
味
だ
け
ど
面
白
い
か
も
な

ね
。
私
の

『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

と
か
を
見
て
、
子
供
な
ん
か

「え

え
っ
、
気
味
が
悪
い
よ
―
」
と
か
、

「ほ
ら
、
猫
の
目
の
中
に
旅
人
が
い

る
か
ら
恐
い
」
と
か
、
泣
い
ち
ゃ
い

そ
う
な
子
も
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ

う
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
ん
で

す
。今
の
子
供
た
ち
は
テ
レ
ビ
で
人
が

殺
さ
れ
る
と
か
、
そ
う
い
う
シ
ョ
ツ

キ
ン
グ
な
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
美
術
を
見
て
と
か
、
何
か

も
多
い
で
す
よ
ね
。
お
子
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
だ
か
ら
子
供
を
中
心

に
し
た
作
品
に
な
っ
て
る
の
か
な
、

と
。
結
城
　
自
分
の
子
供
も
そ
う
な
ん
で

す
け
ど
も
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
や
っ

ぱ
り
日
本
を
考
え
た
と
き
…
。
例
え

ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
行
っ
て
る
と

歩
い
て
い
る
だ
け
で
楽
し
い
ん
で

す
。
と
い
う
の
は
、
建
物
が
美
し
い

と
か
、
そ
れ
だ
け
で
お
金
が
な
く
て

も
た
だ
歩
け
ば
楽
し
く
過
ご
せ
る
。

な
に
か
雰
囲
気
が
あ
る
じ
や
な
い
。

だ
け
ど
日
本
は
そ
う
い
う
も
の
が

な
く
な
っ
ち
や
っ
た
ん
で
す
ね
、
東

京
や
日
本
の
ど
こ
の
都
市
に
行
っ
て

も
そ
う
だ
と
思
う
け
ど
、
す
ご
く

も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
思
う
ん
で

す
。
も
と
も
と
な
い
国
な
ら
し
ょ
う

が
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
で
も
昔
の

文
化
、
そ
う
い
う
意
味
じ
や
京
都
な

ど
昔
の
文
化
は
す
ご
か
っ
た
ん
で
す

よ
。
子
供
の
こ
ろ
青
山
に
も
そ
う
い

う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す

よ
。
で
も
今
は
も
う
な
い
ん
だ
と
思

う
。
な
ん
の
配
慮
も
な
い
し
、
こ
っ

ち
側
に
紫

の
ビ
ル
を
建
て
た
ら
、

こ
っ
ち
側
に
は
ピ
ン
ク
の
家
を
建
て

ち
ゃ
っ
た
り
、
看
板
は
メ
チ
ャ
ク

チ
ャ
だ
し
。
何
も
考
え
て
な
い
じ
や

な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
っ
て

い
う
の

は
や
っ
ば
り
子
供
の
と
き
か
ら
の
こ

と
じ
や
な
い
で
す
か
ね
。

■
　
え
え
。

結
城
　
そ
う
い
う
も
の
を
取
り
返
す

と
い
う
時
期
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

国
が
企
業
を
伸
ば

し
て
経
済
大
国
に

す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
忘
れ

ち
ゃ
っ
て
、
片

一
方
は
で
き
ち
や
っ

た
け
ど
、
そ
れ
っ
て
す
ご
く
幼
い
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

古
い
ギ
リ
シ
ャ
な
ん
か
に
行
っ
て
、

そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
経
済
的
に
恵
ま

れ
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
い

ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
っ
て
い
う
の
は

常
に
忘
れ
な
い
。
み
ん
な
大
入
な
ん

で
す
ね
。
日
本
人
の
場
合
、
ワ
ー
っ

と
な
る
と
そ
っ
ち
の
方
だ
け
い
く

じ
や
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味

で
今
は
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
い
ろ
ん

な
も
の
を
見
つ
め
直
さ
な
き
ゃ
あ
い

け
な
い
っ
て
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
が

思
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
と
き
に
何

を
見
つ
め
直
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と

い
う
と
、
若
い
感
性
を
も
っ
た
子
供

じ
や
な
い
か
な
。

■
　
偶
然
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
な
い

ん
で
す
け
ど
、
四
谷
シ
モ
ン
さ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
心
の
教
育
が
す
ご
く

大
事
だ

っ
て
、
同
じ
様
な
こ
と
を

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
、
何

か
を
ゼ
ロ
か
ら
作
り
だ
す
こ
と
が
で

き
る
方
う
て
い
う
の
は
、
人
の
心
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
方
法
を

持
っ
て
い
て
、
何
か
を
変
え
る
と
い

う
働
き
方
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

制
作
に
つ
い
て

■
　
焼
き
物
を
選
ば
れ
て
お
作
り
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
楽
屋
で
の
待
ち

時
間
に
、
粘
土

を
い
じ
っ
て
い
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た

が
、
焼
く
陶
器
に
こ
だ
わ
ら
れ
た
の

は
、
何
か
理
由
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

結
城
　
一
番
最
初
は
紙
粘
土
で
や
っ

て
い
た
ん

で
す
。

で
も
よ
ご

れ

ち
ゃ
っ
た
り
存
在
感
が
ち
ょ
っ
と
薄

あ
っ
て
思
わ
せ
る
と
か
…
。
例
え
ば

次
に
私
は

『
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
』
を
や

り
た
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。
『
マ

ザ
ー
グ
ー
ス
』
っ
て
恐
い
け
ど
、
い

ろ
ん
な
想
像
が
で
き
る
と
、
そ
う
い

う
提
案
み
た
い
な
こ
と
も
定
期
的
に

や

っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
あ
と
は

思
っ
て
る
ん
で
す
。

人
形
を
作
う
た
り
な
ん
か
す
る
場

合
に
、
か
わ
い
い
と
か
き
れ
い
な
と

か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
自
分
が
言

い
た
い
こ
と
を
全
体
で
表
現
す
る
方

に
行
っ
て
る
か
も
知
れ
な
い
で
す

も
の
を
見
て
こ
う
驚
い
た
り
っ
て
い

う
こ
と
は
あ
ん
ま
り
な
い
よ
う
な
気

が
す
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
シ
ョ
ツ

ク
は
そ
れ
で
い
い
ん
じ
や
な
い
か
な

あ
っ
て
思
う
ん
で
す
。

■
　
私
は
結
城
さ
ん
を
テ
レ
ビ
で
た

く
さ
ん
拝
見
し
ま
し
た
が
、
大
入
向

け
の
ド
ラ
マ
が
多
い
か
ら
、
例
え
ば

老
人
の
シ
ワ
に
愛
着
を
持
た
れ
る
っ

て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
作
品

は
自
分
の
年
代
か
ら
上
を
志
向
し
て

表
現
な
さ
る
か
な
っ
て
っ
て
考
え
た

の
で
す
が
、
実
際
は
子
供
が
と
っ
て

「猫の事務所」から かま猫
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か
っ
た
か
ら
陶
器
で
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
き
に
、
陶
芸
教
室
の

前
を
通
り
が
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

で
６
カ
月
ぐ
ら
い
通
っ
て
お
茶
碗
と

か
習
っ
て
。
焼
く
段
階
は
、
ま
だ
そ

ん
な
に
長
く
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
し
、
窯
も
持
っ
て
な
い
し
で
、

幼
な
じ
み
の
瀬
戸
の
陶
芸
家
の
所
で

焼
い
て
も
ら
っ
た
り
、
教
え
て
も

ら
っ
て
自
分
で
焼
い
た
り
。

■
　
焼
く
こ
と
に
関
し
て
は
、
非
常

に
奥

の
深
い
世
界
だ
と
思
い
ま
す

が
。
結
城
　
化
学
み
た
い
な
世
界
だ
か

ら
、
む
ず
か
し
く
て
。
私
は
、
二
人

く
ら
い
焼
い
て
く
れ
る
人
が
い
て
、

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
そ
の
通

り
に
焼
い
て
も
ら
う
。
そ
れ
で
、
も

う
ず
い
ぶ
ん
長
い
間

一
緒
に
や
っ
て

る
か
ら
、
大
体
こ
の
人
に
こ
れ
は
頼

も
う
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
決
め

て
や
っ
て
る
ん
で
す
。

■
　
じ
や
あ
、
焼
き
上
が
っ
た
と
き

に
、
こ
の
赤
は
こ
う
い
う
赤
で
出
て

欲
し
い
と
か
？

結
城
　
そ
う
。

■
　
色
が
ず
い
ぶ
ん
鮮
や
か
で
す
よ

ね
。
ま
た
、
怖
い
感
じ
っ
て
い
う
の

が
よ
く
出
て
て
、
ほ
ん
と
に
怖
い
な

と
…

（笑
）
。
陶
芸
を
始
め
ら
れ
た
の

も
、
人
の
姿
を
お
作
り
に
な
り
た
く

て
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

結
城
　
そ
う
で
す
。

■
　
最
初
は
ご
自
身
の
イ
メ
ー
ジ

が
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
思
う
ん
で

す
よ
。
例
え
ば
、
今
回
『賢
治
』
っ
て

い
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す

が
、
最
初
は
漠
然
と
お
作
り
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す

ｏ刀

結
城
　
い
え
、　
一
番
最
初
、
紙
粘
土

で
や
っ
た
と
き
も
、
ち
や
ん
と
あ
っ

た
ん
で
す
。
舞
台
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
、
『真
夏
の
夜
の
夢
』
の
舞
台

を
作
っ
た
ん
で
す
。
大
き
い
木
の
箱

を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
下
に
キ
ャ
ス

タ
ー
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
真

ん
中
に
舞
台
と
楽
屋
の
境
を
つ
け

て
、
舞
台
の
所
に
は
本
当
に
赤
い
ビ

ロ
ー
ド
の
緞
帳
に
し
て
、
本
格
的
に

作

っ
た
ん
で
す
。
袖
に
も
紗
幕
を

作
っ
て
、
森
を
作
っ
て
、
森
の
中
に

タ
イ
タ
ニ
ア
、
ジ
ョ
ー
、
馬
に
な
っ

た
ボ
ト
ム
な
ど
を
置
い
て
、
あ
と
は

妖
精
を
み
ん
な
糸
で
吊
し
た
り
…
。

キ
ャ
ス
タ
ー
で
動
く
か
ら
大
き
い

箱
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
ガ
ー
と

動
か
す
と
裏
は
鏡
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

楽
屋
に
な
っ
て
い
て
、
色
々
な
役
者

が
い
て
、
落
ち
込
ん
で
い
る
役
者
と

か
、
一
生

懸
命
お
化
粧
を
し
て
い
る

人
や
、
鏡
の
と
こ
ろ
に
は
、
ラ
ブ
レ

タ
ー
が
き
て
い
て
鏡
の
と
こ
ろ
を
ふ

さ
い
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
う
役
者

の
実
態
み
た
い
な
も
の
を
人
形
で

作
っ
た
ん
で
す
。

あ
と
は
中
国
の
唐
子
を
十
点
ほ
ど

作

っ
て
み
た
り
。
そ
れ
は
磁
器
で

や
っ
た
ん
で
す
ね
。
染
め
付
け
で
絵

を
描
い
て
、
柄
を
描
い
て
。
そ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
湾
岸

戦
争
に
な
っ
て
、
パ
ブ
ル
が
は
じ
け

た
ぐ
ら
い
の
時
期
に
は
、
麻
布
美
術

工
芸
館
で

「カ
ー
ニ
バ
ル
」
と
い
う

個
展
を
や

っ
た
ん
で
す
。
娼
婦
と

か
、
道
化
と
か
皆
が
ワ
ー
ツ
と
踊
り

狂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
作
っ
た
り
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
顔
は
鵬
で
笛
を
吹

い
て
い
る
２
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
の
大

き
い
カ
ラ
ス
男
も
作
っ
た
の
ね
。
そ

れ
が
、
『
ハ
メ
ル
ン
の
笛
吹
き
男
』
に

だ
ぶ
っ
て
、
今
の
現
代
に
疑
間
を

持
っ
て
い
て
警
告
の
笛
を
吹
い
て
い

る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
踊
り
狂
っ

て
い
る
人
は
誰
も
聞
い
て
い
な
く

て
、
た
だ

一
人
だ
け
真
っ
白
い
男
の

子
が
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
じ
っ
と
聞
い

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
の
を
作
り

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
湾
岸
戦
争
で
油
ま
み

れ
に
な
っ
た
鵜
の
鳥
が
、
飛
べ
な
く

な
っ
た
で
し
ょ
う
、
あ
れ
を
小
さ
な

女
の
子
が
死
ん
だ
鵜
の
鳥
を
抱
い
て

す
。
も
の
す
ご
く
自
由
に
表
現
さ
れ

て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
か

え
っ
て
小
気
味
い
い
ぐ
ら
い
で
す
。

私
か
ら
見
る
と
、
今
度
の
賢
治
ワ
ー

ル
ド
は
そ
う
い
う
魅
力
が
、
全
部
結

集
さ
れ
た
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
気

が
す
る
ん
で
す
。
申
し
訳
な
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
唐
子
と
か
真
夏
の
夜

の
夢
は
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す

が
、
多
分
そ
う
い
う
所
々
で
や
ら
れ

て
い
た
造
形
の
冒
険
み
た
い
な
も
の

が
、
全
部
、
賢
治
ワ
ー
ル
ド
の
ほ
う

で
結
集
さ
れ
た
ん
で
は
な
い
か
な
と

る
っ
て
お
っ
し
や
っ
て
い
ま
し
た
よ

ね
。
結
城
さ
ん
の
作
品
も
そ
う
な
ん

じ
や
な
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。

形
に
は
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
が
音
楽
に
な
っ
た
り
、
何
か
ま

た
違
う
芸
術
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う

な
、
そ
う
い
う
何
か

ひ
ろ
が
り
が
あ

る
ん
じ
や
な
い
か
思
う
ん
で
す
。
そ

れ
は
、
ご
主
人
が
音
楽
家
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
も
関
係
し
ま
す

か
？
結
城
　
あ
の
音
楽
を
作

っ
て
い
ま

す
。
会
場
の
音
楽
で
す
。

■
　
そ
う
な
ん
で
す
か
。

結
城
　
毎
国
会
場
の
音
楽
は
主
人
が

作
っ
て
い
ま
す
。

■

結
城
さ
ん
ご
自
身
は
、
ど
の
よ
う

な
音
楽
が
お
好
き
な
ん
で
す
か
。

結
城
　
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
が
好
き
で

す
。
ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
別
に

こ
れ
っ
て
決
め
な
い
の
。
歌
謡
曲
は

あ
ま
り
好
き
じ
や
な
い
。

■
　
今
、
何
か
製
作
で
特
に
苦
労
さ

れ
て
い
る
点
て
、
何
か
ご
ざ
い
ま
す

か
。
逆
に
非
常
に
こ
れ
が
良
く
て

や
っ
て
い
る
楽
し
く
て
や
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

結
城
　
楽
し
い
ん
で
す
よ
、
と
に
か

く
。
作
っ
て
い
る
と
嬉
し
く
て
し
ょ

う
が
な
い
と
い
う
の
か
、
本
当
に
時

間
が
た
つ
の
を
忘
れ
て
っ
ち
や
う
っ

て
い
う
か
。

■
　
結
城
さ
ん
て
い
う
と
、
や
っ
ぱ

リ
テ
レ
ビ
の
役
柄
の
イ
メ
ー
ジ
が
非

常
に
強
い
も
の
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
、
ど
う
し
て
も

イ
コ
ー
ル
で
考
え
て
し
ま
う
ん
で

す
。
わ
り
と
気
の
強
い
役
で
、
で
も

実
は
見
栄
を
張
っ
た
寂
し
が
り
や
、

と
い
う
。
で
も
本
当
の
結
城
さ
ん
て

い
う
の
は
、
常
に
子
供
の
こ
と
や
芸

術
の
世
界
に
ひ
た
っ
て
い
ら
っ
し
や

る
ん
で
す
ね
。

結
城
　
わ
り
と
好
奇
心
が
旺
盛
な
ん

で
す
。
か
な
り
い
ろ
ん
な
こ
と
に
熱

中
す
る
と
い
う
の
か
、
今
は
太
極
拳

を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。

■
　
太
極
拳
？

結
城
　
毎
朝
８
時
か
ら
９
時
ま
で
、

も
う
８
年
ぐ
ら
い
や
っ
て
い
る
ん
で

す
。
も
う
十
何
年
も
や
っ
て
い
る
の

が
瞑
想
ね
。
Ｔ
Ｍ
フ
ラ
ン
セ
ン

・
デ

ジ
タ
ル

・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
超

越
瞑
想
と
い
う
イ
ン
ド
の
マ
ハ
リ
シ

と
い
う
人
が
開
発
し
た
、
現
代
人
の

た
め
の
瞑
想
修
行
や
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
の
ね
。

■
　
そ
れ
が
全
部

一
つ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

誰
か
特
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
か
気
に
な
る
人
と
か
い

ま
す
か
。

結
城
　
や
っ
ば
り
、
ピ
カ
ソ
。
彼
は

自
由
な
人
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
ど

ん
、
ど
ん
ど
ん
変

っ
て
い
く
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
普
通
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
い
う
の
は

一
つ
の
ス
タ
イ
ル
を
作

っ
ち
や
う
と
、
そ
れ
を
壊
す
の
が
怖

い
の
か
、
壊
せ
な
い
の
か
分
か
ら
な

い
け
れ
ど
、
大
体
決
ま
っ
ち
や
い
ま

す
よ
ね
。
だ
け
ど
、
ピ
カ
ソ
っ
て
も

の
す
ご
く
変
身
す
る
。
も
ち
ろ
ん
天

才
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
そ
こ
は
す
ご

い
な
と
思
う
、
自
由
だ
な
と
思
う
。

自
分
に
縛
ら
れ
な

く
て
。

一
番
自
由
な
こ
と
っ
て
い
う
の
は

自
分
に
縛
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。　
れ

人
に
縛
ら
れ
た
り
、
物
に
縛
ら
れ
た
　
詢

り
し
て
も
自
分
で
は
ど
く
こ
と
が
で
鐘

き
る
け
れ
ど
、
自
分
に
縛
ら
れ
ち
や
　
乱

い
る
人
形
だ
と
か
ね
。
そ
の
時
代

の
、
テ
ー
マ
が
必
ず
何
か
あ
っ
て
作

る
ん
で
す
。

■
　
結
城
さ
ん
の
作
品
て
、
中
か
ら

出
て
き
た
も
の
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
全

部
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
日
本
的

な
表
現
は
デ
フ
オ
ル
メ
し
て
内
に
向

か
っ
て
い
く
、
例
え
ば
、
能
面
の
よ

う
に
普
遍
的
な
表
情
か
ら
中
を
読
み

と
っ
て
と
い
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
ま

す
よ
ね
。
そ
れ
が
逆
に
、
結
城
さ
ん

の
も
の
は
見
る
と
す
ぐ
わ
か
り
ま

解
釈
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

結
城
　
あ
あ
、
そ
う
か
な
。

好
奇
心

■
　
確
か
に
賢
治
の
世
界
と
結
城
さ

ん
の
表
現
の
内
容
は
、
す
ご
く
あ
っ

て
い
た
ん
で
は
な
い
か
な
と
思
う
ん

で
す
。
文
章
の
中
の
賢
治
の
文
学
っ

て
い
う
の
は
文
字
と
い
う
よ
り
も
、

抽
象
的
な
表
現
に
通
じ
る
も
の
が
あ

12
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う
と
い
う
こ
と
が

一
番
不
自
由
な
こ

と
か
な
と
思
う
。
だ
か
ら
、
そ
う
い

う
意
味
で
は
本
当
に
自
由
な
人
だ
っ

た
ん
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

■
　
そ
の
自
由
さ
と
い
う
の
は
結
城

さ
ん
が
求
め
て
い
る
も
の
と
通
じ
る

も
の
が
あ
る
ん
で
す
か
。

結
城
　
本
当
は
求
め
た
い
け
れ
ど
、

難
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。

■
　
で
も
、
ま
ず
俳
優
と
し
て
表
現

活
動
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
い

き
な
り
人
形
を
作
ら
れ
て
、
あ
れ
だ

け
の
世
界
を
表
現
さ
れ
て
。
こ
の

間
、
「人
形
芸
術
の
世
界
展
」
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
の
図
録

の
中
で
国
立
近
代
美
術
館
の
方
が
、

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
人
形
像
と
し

て
、
結
城
さ
ん
に
期
待
を
し
て
い
る

書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
私
も
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る

ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
、
ピ
カ
ソ
じ
や

な
い
で
す
が
、
何
も
と
ら
わ
れ
ず
に

自
由
な
発
想
で
、
自
分
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
い
う
の
を
し

っ
か
り
お
持
ち

で
、
表
現
し
た
い
世
界
が
こ
ち
ら
に

も
は
っ
き
り
見
え
る
ん
だ
と
思
う
ん

で
す
。

結
城
　
日
本
の
人
形
を
見
て
い
る

と
、
昔
の
人
形
と
か
い
い
の
は
も
の

す
ご
く
い
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
今
の
紙
粘
土
等
を
使
っ
て
い
る

人
形
？
す
ご
く
技
術
が
達
者
だ
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
み
ん
な
同
じ

よ
う
に
見
え
ち
ゃ
い
ま
す
。
要
す
る

に
そ
の
先
生
が
い
て
、
そ
の
先
生
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
習
っ
て
、
そ
の
先
生

は
す
ご
い
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ

の
流
れ
で
き
た
人
た
ち
と
か
は
、
み

ん
な
同
じ
に
で
き
ち
や
う
か
ら
、

そ
こ
は
す
ご
く
つ
ま
ん
な

い
な
と
思

う
。
も
っ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
自
分
の

も
っ
て
い
る
も
の
で
な
ん
か
や
っ
た

ら
も
っ
と
素
敵
、
あ
れ
だ
け
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
。

■
　
そ
う
で
す
ね
。
ひ
と
つ
の
憧
れ

だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
私
も
よ
く
新

人
の
人
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
ん
で

す
が
、
や
っ
ぱ
り
ど
う
し
て
も
似
て

し
ま
う
わ
け
な
ん
で
す
よ
。
で
も
似

て
い
る
か
ら
っ
て
全
く
そ
っ
く
り
な

わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
迷
っ
て
い
た

り
す
る
ん
だ
っ
た
ら
、
い
ろ
ん
な
人

の
コ
ピ
ー
を
、
い
ろ
ん
な
素
材
で

や
っ
て
み
た
ら
と
言
う
ん
で
す
よ
。

そ
う
す
る
と
ど
う
し
て
も
自
分
の

顔
っ
て
出
て
き
ち
や
う
か
ら
、
は
み

出
し
た
も
の
を
か
き
集
め
て
自
分
の

も
の
を
探
し
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か

と
い
う
。
全
て
の
芸
術
は
真
似
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
言
葉
も
あ
る

か
ら
、
真
似
は
悪
い
こ
と
じ
や
な
い

と
い
う
言
い
方
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

は
私
も
い
つ
も
悩
む
と
こ
ろ
な
ん
で

す
。
確
か
に
せ
っ
か
く
そ
れ
だ
け
の

表
現
を
す
る
技
術
を
持
ち
な
が
ら
、

自
分
の
も
の
を
ど
う
し
て
ど
ん
と
出

そ
う
と
し
な
い
の
か
な
と
、
そ
れ
は

や
っ
ぱ
り
日
本
人
独
特
の
心
情
と
い

う
か
、
人

か
ら
目
立
ち
た
く
な
い
み

た
い
な
。

結
城
　
そ
れ
は
す
ご
く
、
お
か
し
い

よ
ね
。
だ
っ
て
物
を
作
る
と
い
う
こ

と
は
。

■
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
表
現
活
動

な
の
に
、
今
は
お
教
室
が
多
い
ん
で

ね
、
先
生
と
の
関
係
が
い
ろ
い
ろ
と

あ
る
よ
う
で
す
か
ら
。

結
城
　
先
生
は
み
ん
な
同
じ
顔
を
作

れ
と
い
う
ん
で
す
よ
ね
。

■
　
そ
う
い
う
先
生
も
い
ま
す
。
逆

に
生
徒
の
ほ
う
が
先
生
の
作
品
に
す

ご
く
憧
れ
て
い
た
り
。
シ
ビ
ア
な
意

識
を
も
っ
て
自
分
の
も
の
を
作
ろ

う
っ
て
思
っ
て
い
る
人
は
、
あ
ま
り

い
な
い
ん
じ
や
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
け
ど
も
。
多
く
は
真
似
っ
ぱ
く
て

何
か
う
ま
く
で
き
て
い
れ
ば
、
み
ん

な
が
褒
め
て
く
れ
て
そ
れ
で
終
う
て

た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

結
城
　
あ
ぁ
、
そ
う
で
す
か
。

■
　
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
問
題
か
な
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

た
だ
人
形
っ
て
、
す
ご
く
自
由
な

表
現
手
段
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

日
本
は
と
に
か
く
人
形
の
定
義
に
関

し
て
非
常
に
お
お
ら
か
だ
か
ら
、
彫

刻
に
な
ろ
う
と
思
え
ば
な
れ
る
し
、

そ
れ
こ
そ
手
慰
み
の
人
形
で
も
あ
る

わ
け
だ
し
。
で
も
や
っ
ぱ
り
持
っ
て

い
る
人
と
の
関
係
と
い
う
の
が
い
ち

ば
ん
大
事
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

う
い
う
意
味
で
、
人
形
っ
て
い
う
の

は
表
現
の
方
法
と
し
て
色
々
な
可
能

性

っ
て
い
う
の
を
秘
め
て
い
る
ん

じ
や
な
い
か
な
、
と
。
今
す
ご
く
混

沌
と
し
て
ま
す
け
ど
、
混
沌
と
し
て

い
る
分
だ
け
、
す
ご
く
可
能
性
が
あ

る
ん
じ
や
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

み
ん
な
も
う
ち
ょ
っ
と
冒
険
し
て
く

れ
て
も
い
い
ん
じ
や
な
い
か
な
と
思

う
ん
で
す
が
。

こ
れ
か
ら

■
　
今
後
の
ご
予
定
は
…
。

結
城
　
一
つ
は

『
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
』

と
い
う
の
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
も
う

一
つ
は
、
も
し
か
し
た
ら

『佐
渡
』
で
す
。
佐
渡
島
っ
て
あ
り
ま

す
よ
ね
。
あ
そ
こ
の
色
々
な
民
話
と

か
、
あ
る
い
は
魚
で
表
現
す
る
話
が

あ
る
ん
で
す
。
近
々
、　
一
度
行
っ
て

み
る
ん
で
す
。
ど
う
い
う
所
か
、
ど

ん
な
お
話
が
あ
る
の
か
と
か
、
テ
ー

マ
を
探
す
ん
で
す
け
ど
。

も
う

一
つ
夢
が
あ
る
ん
で
す
け

ど
。
そ
れ
は
さ
っ
き
言
っ
て
い
た
よ

う
な
こ
と
で
、
子
供
と
か
、
中
学
生
、

高
校
生
ぐ
ら
い
ま
で
の
す
ご
く
自
由

な
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
。
例
え
ば
、
す

ご
く
感
性
の
い
い
絵
描
き
さ
ん
と

か
、
陶
芸
家
と
か
、
先
生
に
な
れ
る

よ
う
な
大
人
が
そ
こ
で
仕
事
を
し

て
、
土
日
の
休
み
と
か
に
子
供
た
ち

が
中
に
わ
―
っ
と
来
て
、
今
日
は
絵

を
や
ろ
う
と
か
、
今
日
は
陶
芸
、
何

か
作
う
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
、
選

ん
で
、
そ
の
先
生
の
周
り
で
、
全
く

分
か
ら
な
い
子
に
は
そ
の
先
生
が
、

「
こ
う
や
っ
て
や
る
ん
だ
よ
。
土
は

こ
う
や
っ
て
練
る
ん
だ
よ
」
と
か
、

そ
う
い
う
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
教

え
て
、
自
分
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を

や

っ
て
み
れ
る
、
ア
ー
ト
ス
ク
ー

ル
。
そ
う
い
う
の
が
将
来
で
き
た
ら

す
ご
く
い
い
な
。
人
形
作
り
た
い
人

は
私
が
作
っ
て
い
る
側
で

一
緒
に
作

る
と
か
。

■
　
す
ご
く
夢
が
あ
っ
て
い
い
で
す

ね
。
結
城
さ
ん
の
作
品
を
み
る
に

は
？
結
城
　
今
回
の
賢
治
ワ
ー
ル
ド
は
全

部
、
雫
石
の
『ホ
テ
ル
森
の
風
』
で
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
作
っ
た
ん
で
す
。
そ

こ
に
全
部

一
括
で
展
示
さ
せ
て
貰
い

ま
し
た
。
も
し
見
に
行
き
た
い
人

は
、
盛
岡
の
駅
か
ら

『賢
治
ワ
ー
ル

ド
』
と
い
う
バ
ス
が
出
て
い
る
ん
で

す
。
そ
れ
に
乗
っ
て
い
く
と
、
ま
ず

賢
治
ワ
ー
ル
ド
に
行
っ
て
、
そ
の
ま

ま
乗
っ
て
す
ぐ
上
の

『ホ
テ
ル
森
の

風
』。
雫
石
な
ん
で
す
。
そ
こ
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
大
体

あ

っ
て
、
他
は
ホ
テ
ル
の
中
や
、

バ
ー
の
中
と
か
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

こ
・‥
。

■
　
そ
れ
も
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
い

ろ
ん
な
場
所
に
、
あ
ち
こ
ち
あ
る
っ

て
。
結
城
　
ま
ず
地
図
を
渡
さ
れ
て
、
そ

の
地
図
に
ホ
テ
ル
の
地
図
が
あ
っ

て
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
っ
て
写
真
が

出
て
て
、
宝
探
し
み
た
い
に
探
せ
る

わ
け
で
す
。
あ
と
、
新
宿
の
パ
ー
ク

ハ
イ
ア
ッ
ト
ホ
テ
ル
を
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
か
。

■
　
い
え
。

結
城
　
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
と
同
じ
ビ
ル

な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
の
作
品
は
か

な
り
大
き
い
ん
で
す
よ
。
正
面
玄
関

に
、
こ
れ
く
ら
い
大
き
い
、
百
五
十

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
お
面
が
あ
っ
て
、

中
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
所
に
八
体
の

彫
刻
が
あ
っ
て
、
大
き
い
ん
で
す
。

壁
に
レ
リ
ー
フ
み
た
い
に
。
　
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
中
に
お
面
が
三
個
ず
つ

あ
り
ま
し
て
、　
一
番
大
き
な
部
屋
、

ス
イ
ー
ト
の
ド
ア
の
と
こ
ろ
に
も
お

面
が
二
個
あ

っ
て
、
全
部
で
二
十

個
。
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
は
、
ホ
テ

ル
ナ
ン
バ
１
１
に
選
ば
れ
た
っ
て
こ

と
で
す
。
す
ご
い
セ
ン
ス
が
い
い
、

ア
メ
リ
カ
人
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
ん
で
す
。
私
の
は
人
形
と

い
う
よ
り
彫
刻
と
い
う
感
じ
。

■
　
で
も
、
ご
本
人
は
あ
ん
ま
り
こ

だ
わ
り
は
な
い
わ
け
で
す
ね
。

結
城
　
え
え
。

皓
城
美
栄

子
　
略
歴

七
～
十
七
才
ま
で
外
交
官
の
父
、
画
家

の
母
と
と
も
に
外
国
生
活
を
送
る
。
十

三
～
十
七
才

ま
で
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
ヤ

ル
バ
レ
エ
学
校
に
在
籍
し
パ
レ
エ
を
学

ぶ
。
帰
国
後
、
俳
優
座
養

成
所
を
経
て

自
団

「雲
」
に
入
団
、
女
優
の
道
を
歩

み
、
テ
レ
ビ
、
舞
台
で
活
躍
。
自
芸
は

一
九
八
四
年
よ
り
始
め
る
。

一
九
八
六
年
　
結
城
美
栄
子
陶
芸
展

一
九
八
七
年
　
結
城
美
栄
子
晨

「唐
子
」

一
九
八
八
年
　
個
展

「ビ
バ
サ
ー
カ
ス
」

一
九
九

一
年

「カ
ー

ニ
バ
ル
　
稿
城

美
栄
子
陶
人
形
展
」

一
九
九
三
年
結
城
美
栄
子
自
人
形
展

「ｏ
”
ｍ＞
〓
“
夢
の
中
”
」

一
九
九
五
年
結
城
美
栄
子
陶
人
形
展

「の
一ｏ
■
コ
●
］

一
九
九
六
年「
現
代
日
本
の
自
彫
作
家
展
」

招
待
出
品

常
設
展
示

メ
ナ

ー
ド
関

ケ
原
ラ
ン
ド

「
こ
と
も

ア
ー
ト

ハ
ウ
ス
」

ホ
テ
ル
バ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京

（新

宿
）
け
ん
じ

ワ
ー
ル
ド

「
ホ
テ
ル
森
の
風
」

（盛
岡
）

著
作
「ビ
バ
サ
ー
カ
ス
」
（山
海
堂
）

「
カ
ー

ニ
バ
ル
」
（
用
美
社
）

「ｏ
”
ｍ＞
〓
」

（駁
々
堂
〉

「Ｑ
ｏ
■
３

，
道
化
師
た
ち
‐」
（
ワ
ニ
ブ

ッ

ク
ス
）

「賢
治

ワ
ー
ル
ド
」
（平
几
社
）
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ダイルからの手紙
:

第 8回

人形をどこで買う?

文 /ゲイル・工ニド・ジマー

コ
レ
ク
タ
ー
達
は
ど
こ
で
人
形
を
手

に
い
れ
る
の
か
？
そ
れ
は
、
住
ん
で
い

る
場
所
や
欲
し
い
人
形
に
も
よ
る
け

ど
、
人
形
の
タ
イ
プ
と
そ
の
出
所
の
数

は
匹
敵
し
て
い
る
よ
う
ね
。

人
形
を
買
う
と
い
う
大
事
な
決
断
を

す
る
前
に
現
物
を
見
る
の
は
大
切
な
こ

と
。
品
物
が
高
価
な
も
の
な
ら
尚
更

だ
。
で
も
現
実
は
う
ま
く
い
か
な
く

て
、
人
形
の
専
門
店
が
こ
ん
な
に
も
増

え
た
割
り
に
は
、
コ
レ
ク
タ
ー
は
自
分

の
家
か
ら
は
遠
い
と
嘆
い
て
る
。

そ
ん
な
人
達
の
為
に
店
の
方
も
広
告

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
実
際
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
電
話
の
方
が
店
で

売
る
よ
り
商
売
に
な

っ
て
る
所
も
あ

る
。
買
っ
て
く
れ
そ
う
な
客
に
は
写
真

を
用
意
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
助
か
る

。
雑
誌
の
広
告
写
真
だ
と
小
さ
い
し
、

自
黒
で
多
く
は
人
形
の
頭
し
か
写
っ
て

い
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
通
信
販
売

は
こ
ち
ら
の
過
失
で
な
い
か
ぎ
り
返
品

も
可
能
だ
し
ね
。
そ
の
反
面
、
輸
送
途

中
に
破
損
さ
れ
た
り
紛
失
さ
れ
た
り
し

た
ら
店
と
客
、　
一
体
ど
ち
ら
が
費
用
を

負
担
す
る
か
で
も
め
る
と
い
う
問
題
も

抱
え
て
い
る
。
代
金
を
先
払
い
だ

っ
た

場
合
、
責
任
は
ど

っ
ち
に
あ
る
の
か
？

商
品
の
払
戻
は
ど
う
な
る
？
今
の
所
、

保
険
を
か
け
る
こ
と
が
賢
い
や
り
方

だ
。家
の
近
く
の
展
示
会
で
も
人
形
は
買

え
る
し
、
大
き
な
大
会
へ
行
っ
て
見
る

の
も

一
つ
の
方
法
だ
ろ
う
。　
し
か
し
、

大
会

へ
行
く
ま
で
の
費
用
は
バ
カ
に
な

ら
な
い
し
、
人
形
も

一
般
よ
り
高
め
で

売
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
業
者
も
宿

泊
費
、
交
通
費
、
会
場
費
を
負
担
し
て

や
っ
て
来
て
い
る
か
ら
。
大
会

へ
行
こ

う
、
と
思
っ
て
も
そ
の
費
用
を
計
算
し

終
え
た
と
こ
ろ
で
そ
の
気
も
萎
え
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
私
に
届
く
凄
い
量
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
を
考
え
る
と
業
者
は
ま
だ

ま
だ
売
上
を
伸
ば
し
た
が
っ
て
い
る
ら

し
い
。
雑
誌
か
ら
私
の
住
所
を
入
手
し

た
の
か
、
私
が
買
お
う
と
す
る
前
に
、

買
わ
せ
て
や
ろ
う
と
い
う
つ
も
り
ら
し

い
。
で
も
メ
ー
ル
の
中
身
は
私
が
集
め

て
る
人
形
と
タ
イ
プ
が
違
う
の
で
私
は

読
ま
ず
に
捨
て
て
し
ま
う
。
リ
サ
イ
ク

ル
袋

へ
直
行
―

テ
レ
ビ
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
と
い
う
の
も

気
軽
な
方
法
だ
。
申
込
は
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
だ
し
、
カ
ー
ド
で
支
払
い
は
出
来

る
し
、
と
に
か
く
手
頃
。
難
点
な
の
は
、

こ
の
手
軽
さ
か
ら
予
算
以
上
の
買
物
を

衝
動
的
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
だ
。

商
品
が
後
で
高
く
売
れ
る
が
如
く
の
口

調
も
多
く
、
人
々
は
多
い
に
胸
を
弾
ま

せ
る
の
だ
が
、
い
ざ
売
ろ
う
と
す
る
と

値
は
高
く
な

っ
て
い
る
ど

こ
ろ
か
、

買
っ
た
時
よ
り
安
く
な
っ
て
い
て
驚
く

の
だ
。
こ
こ
数
年
の
画
期
的
な
進
歩
と
い
え

ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
人
形
市
場
が

出
来
た
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
形

雑
誌
に
広
告
を
だ
す
業
者
も
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
の
ア
ド
レ
ス
を
表
記
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る

。
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ー
を

持
た
な
い
と
い
う
人
達
も
図
書
館
に
行

け
ば
ア
ク
セ
ス
可
能
だ
し
、
ネ

ツ
ト
ス

ケ
ー
プ
と
い
う
ソ
フ
ト
を
使
え
ば
ど
ん

な
項
目
で
も
簡
単
に
探
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
も
し
、
ど
な
た
か
私
に

ｅ
ｌ

ｍ
ａ
ｌ
ｌ
を
送
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
私

の
ア
ド
レ
ス
は

‥
貯
ギ

Ｈ
σ
８
●
○
品

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
形
に
つ
い
て
書

く
と

一
つ
の
コ
ラ
ム
が
書
け
る
程
な
の

で
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
の

雑
誌
に
寄
稿
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

も
う

一
つ
興
味
深
い
の
は
ビ
デ
オ
に

よ
る
人
形
市
場
。
こ
れ
も
家
庭
に
直
結

し
て
い
て
人
形
を
カ
ラ
ー
で
見
た
り
、

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
は
細
か
い
部
分
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ビ
デ
オ
は
大
抵

大
会
の
後
で
入
手
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
ビ
デ
オ
を
目
に
す
る
頃
は

人
形
も
も
う
売
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
、
不
満
が
残
る
。
マ
サ
チ

ュ
ー

セ
ツ
ツ
で
フ
ォ
ー
エ
ヴ

ア
ー

・
ド
ー
ル

ズ
を
主
催
す
る
リ
サ
ｏ
メ
シ

ー
ル
は
コ

レ
ク
タ
ー
の
為
に
あ
る
提
案
を
し
て
く

れ
た
。
「大
会
無
縁
ビ
デ
オ
」
と
称
さ
れ

た
こ
の
ビ
デ
オ
は

今
年

「芸
術
的
印

象
」
と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
。
五
月
十

八
日
の
数
週
間
前
に
希
望
者
に
配
ら

れ
、
そ
の
日
の
正
午
迄
は
誰
の
注
文
も

受
け
付
け
な
い
、
と
い
う
方
法
を
取

っ

た
。
映
像
も
き
ち
ん
と
し
て
い
て
、
丁

寧
な
解
説
書
と
値
段
表
が
付
け
ら
れ
て

い
た
。　
一
一
一
体
の
人
形
が
あ
り
、
値

段
も

一
万
か
ら
六
十
万
円
。
十
万
か
二

十
万
あ
た
り
の
人
形
が
多
く
、
全
て

一

体
物
で
あ
っ
た
。
コ
レ
ク
タ
ー
全
員
に

平
等
な
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
評
価
し
て
い
い
ア
イ
デ
ィ

ア
だ
。
こ
の
ビ
デ
オ
が
ど
の
位
売
れ
、

ど
の
位
の
人
形
が
販
売
さ
れ
た
の
か
、

と
て
も
知
り
た
い
と
こ
ろ
だ
。
私
は
十

万
と
い
う
お
金
を
人
形
に
使
わ
な
い
と

思
う
け
ど
、　
一
体
何
度
そ
の
位
の
お
金

を
大
会
に
行
く
為
に
費
や
し
た
か
し

ら
？
　
大
会
に
行
け
ば
行
っ
た
だ
け
の

価
値
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。

メ
シ
ー
ル
さ
ん
は
私
達
コ
レ
ク
タ
ー
が

宝
物
の
中
に
宝
を
も
う

一
つ
増
や
す
安

上
が
り
な
方
法
を
教
え
て
く
れ
た
と
思

う
。

９６

サ
ン
タ
フ
ェ
ド
ー
ル
ア
ー
ト
の
ビ
デ
オ

イ
ラ
ス
ト
は
ビ
ル

・
ネ
ル
ソ
ン
、
音
楽
は

和
紙
人
形
作
家
の
ジ
ャ
ッ
ク

・
ド
リ
エ

訂
正

。
「ゲ
イ
ル
か
ら
の
手
紙
」
の
連
載
回
数
を
前
号
ま
で

誤

っ
て
提
示
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
号
よ
り
訂
正

い
た
し
ま
す
。
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コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

（広
告
文
案
家
）

に
な
り
た
か
っ
た
が
、
い
つ
の
ま

に
か
人
形
専
門

の
古
美
術
商
に

な

っ
て
し
ま

っ
て
、

二
十
年
が

経
っ
た
。
現
代
の
商
品
で
も
い
え
る

こ
と
だ
が
、
色
々
な
品
物
を
扱

っ

て
き
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
「あ
ら
ゆ

る
モ
ノ
は
、
需
要
が
あ
る
と
き
、
一

番
美
し
い
」
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。

江
戸
時
代
、
参
勤
交
代
の
大
名
が

天
皇
に
献
上
し
た
御
所
人
形
も
、

昭
和
の
初
め
、
嫁
入
り
道
具
と
し

て
持
参
し
た
市
松
人
形
も
、
時
代

背
景
が
、
し

っ
か
り
と
そ
れ
を
要

求
し
た
。
人
形
の
起
源
で
あ
る
「形

代

（か
た
し
ろ
）
」
と
言
う
言
葉
は
、

人
形
が
尊
敬
や
愛
の
形
代
わ
り
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
教
え
て
く
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
古
来
日
本
人
は
、
心

を
込
め
て
人
形
を
贈

っ
た

（与
え

た
）
。
人
形
と
は

「与
え
、
与
え
ら

れ
る
」
存
在
で
あ
り
、
そ
の
需
要
で

も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
現
代
の
人

形
の
需
要
と
は
、
ど
こ
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
？
そ
れ
は
ま
た
、
現
代

の
人
形
作
家
が
、
誰
に
向
か

っ
て

創

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
間
で

も
あ
る
。　
多
分
そ
れ
は

「自
分
自

身
」
の
た
め
、
と
言
う
答
え
に
な
る

の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
買

う
側
の
人
の
答
え
も
同
じ
だ
ろ
う
。

人
形
と
は
、
か
つ
て
の

「与
え
、
与

え
ら
れ
る
」
存
在
か
ら

「自
分
自

身
」
の
た
め
に
創
り
、
買
わ
れ
る
存

在
と
な
っ
た
。

昨
年
、
東
京
で
の
展
示
会
の
折

り
、
二
人
の
作
家
が
二
体
ず

つ
出

品
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
を

設
置
し
た
。
三
人
三
様
の
人
形
た

ち
は
、
各
々
売
れ
て
い
っ
た
が
、
そ

れ
ら
を
買
わ
れ
た
お
客
さ
ん
は
、

少
な
く
と
も
、
関
西
で
は
あ
ま
り

見
か
け
な
い
タ
イ
プ

の
方
々
で
も

あ

っ
た
。
ど
こ
が
違
う
か
と
正
確

に
は
答
え
ら
れ
な
い
が
、
強
い
て

云
え
ば
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
違

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
住
ま
い
や
食
べ
物
や

娯
楽
も
含
め
て
、
そ
れ
ら
の
人
々

の
新
し
い
生
活
の
中
に
、
現
代
の

人
形
た
ち
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
事
だ

っ
た
。
与
え
、
与
え

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
き
わ
め
て

個
人
的
な
動
機
の
人
形
の
需
要
が
、

そ
こ
に
は
、
感
じ
ら
れ
た
。
何
か
を

売
ろ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
、
そ

の
商
品
を
含
め
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
、
売
る
こ
と
で
も
あ
る
。
か
つ

て
の
日
本
に
は
、
人
形
の
あ
る
生

活
が
、
確
か
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
今

ま
た
、
僅
か
だ
が
新
た
な
芽
生
を
、

迎
え
た
の
で
あ
る
。
声
高
に
、
愛
や

尊
敬
を
人
形
に
託
し
た
り
求
め
た

り
す

る
時
代
は
、
終
わ

っ
て
し

ま

っ
た
。
多
く
を
求
め
る
こ
と
を

や
め
て
し
ま

っ
た
現
代
人
が
、
あ

え
て
人
形
に
求
め
る
こ
と
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「癒
す
」
と

い
う
こ
と
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

癒
し
の
音
楽
、
癒
し
の
文
学

・
・
・

多
難
で
あ

っ
た
昨
年
は
、
ヒ
ー
リ

ン
グ
～
癒
す
と
い
う
言
葉
が
キ
ー

ワ
ー
ド
の
年
で
も
あ
つ
た
。
マ
ス
コ

ミ
に

「人
形
」
と
い
う
言
葉
が
登
場

す
る
機
会
も
、
最
近
少
な
く
な

っ

た
。
た
ま
に
見
か
け
て
も
横
溝
正

史
の
映
画
や
テ
レ
ビ
の
オ
カ
ル
ト

番
組
で
、
苦
々
し
い
思
い
ば
か
り

し

て
き
た
が

久

し
ぶ
り
に
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
捉
え
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。

「人
形
は
、
癒

し
の
エ
ー
ス
で
あ
る
」
。
こ
れ
ば
か

り
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
は
な
れ
な
か
っ

た
が
、
人
形
屋
も
悪
く
は
な
い
仕

事
だ
と
、
思
っ
て
い
る
。

・・ :お :11

||||‐ |.・
■

監
=E「

蜃冬

ヽ

―
証

，　
機

一一．『一

難

F~躙電圏
義



、

ノ

■
′
〓

／

ｔ
● 考術一二ハ

ζ人形
―「ひとがた 0カラクリ・ロボット」展に則して一

0美術館 学芸員 天野一夫

「人
形
」
は
、
は
た
し
て
芸
術

な
の
か
？

そ
の
よ
う
な
、
今
日
と
な
っ

て
は
誰
も
が
問
う
こ
と
の
な
い
、

ほ
と
ん
ど
タ
プ
ー
に
近
い
問
い

を
い
ま
さ
ら
な
が
ら
に
持
ち
つ

づ
け
る
こ
と
で
、
こ
の
展
覧
会

は
成
立
し
た
と
も
言
え
る
。

だ
が
い
さ
さ
か
大
胆
な
こ
の

よ
う
な
問
い
は
、
た
し
か
に
五

十
年
ほ
ど
前
に
は
、
単
に
人
形

界
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
に
開

か
れ
た
か
た
ち
で
議
論
さ
れ
て

も
い
た
の
で
あ
る
。
ひ
と
も
知

る
、
昭
和
十
年
代
の
人
形
芸
術

運
動
の
前
後
の
頃
の
こ
と
で
あ

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
人
形
は
、

そ
れ
以
前
に
は
社
会
的
に
確
実

に
玩
具
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

そ
れ
が
、
山
田
徳
兵
衛

。
西
澤

笛
畝
ら
の
人
形
関
係
者
や
久
保

佐
四
郎

・
平
田
郷
陽

。
岡
本
玉

水
ら
作
家
に
よ
る
自
澤
会

（後

に
日
本
人
形
社
）
や
童
宝
美
術

院
そ
し
て
日
本
人
形
研
究
会
の

結
成
に
見
る
よ
う
に
、
「人
形
」

が

「芸
術
」
と
し
て
の
意
識
を

持
ち
社
会
的
認
知
を
得
る
た
め

に
、
近
代
的
な
体
制
作
り
が
企

て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
小
グ

ル
ー
プ
展

・
個
展
・
研
究
会

・
雑

誌
発
行
等
々
・
‥

。
一
方
で
は

女
性
を
中
心
と
し
た
人
形
づ
く

り
の
ア
マ
チ

ュ
ア
リ
ズ
ム
の
中

で
、
玩
具
性
の
中
に
新
た
な
創

造
性
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
方

向

へ
と
向
か
い
、
ま
た
、
伝
統

の
職
人
出
身
の
側
で
も
個
性
表

現
が
強
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
人

形
は
、
作
家
の
幅
と
表
現
の
拡

が
り
の
両
面
で
多
様
さ
を
生
ん

で
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
、
昭
和
初
期
の
情
況
で

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
人
形
芸
術

運
動
は
、
国
家
の
主
催
す
る
官

展
の
美
術
工
芸
部
門
に
入
選
す

る
こ
と
を
差
し
当
た
っ
て
の
目

標
と
し
て
い
て
、
は
た
し
て

「人
形
」
は
昭
和
十

一
年
の
改
組

第

一
回
帝
展
に
六
点
の
人
形
が

入
選
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
当
時
の
、
い
わ
ば

「人
形
」

の
芸
術
化
過
程
に
お
け
る
カ
オ

テ
ィ
ッ
ク
な
意
見
に
は
、
む
し

ろ

「人
形
」

へ
の
本
質
的
言
及

が
か
い
ま
見
え
て
興
味
深
い
。

本
来
職
人
の
共
同
製
作
で
あ
っ

た
人
形
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
、

「人
形
」
を
入
れ
た
ら
盆
栽

・
刀

剣
は
ど
う
か
、
ま
た
逆
に
第
三

部
彫
塑
に
入
れ
る
べ
き
と
の
意

見
さ
え
あ
っ
た

（雑
誌

「人
形

人
」
か
ら
）
。

そ
の
よ
う
な
人
形
芸
術
運
動

は
、
ち
ょ
う
ど
数
年
前
の
、
「工

芸
」
が
職
人
芸
か
ら
芸
術
に
繰

り
上
が
ろ
う
と
し
た
、
同
じ
官

展
に
お
け
る
第
四
部
設
立
の
運

動
と
も
連
動
す
る
も
の
で
あ
る

だ
ろ
う

（第
四
部
設
立
は
昭
和

二
年
第
八
回
帝
展
時
）
。
し
か

し
、
「人
形
」
は
当
初
は
出
品
し

て
も
認
め
ら
れ
ず
、
結
果
的
に

そ
の
少
し
以
前
に

「芸
術
」
と

し
て
認
知
さ
れ
た
は
ず
の
他
な

ら
ぬ

「
工
芸
」
に
よ
っ
て
、
「人

形
」
は
疎
ま
れ
た
形
と
な
る
。

か
ん
が
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ま

で
の

「人
形
」
が
十
全
に
体
現

し
て
い
た
も
の
こ
そ
、
彼
ら
近

代
的
な

「
工
芸
美
術
」
を
め
ざ

す
者
と
す
れ
ば
、
忌
避
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

逆
に
言
う
な
ら
、
そ
の
分
だ
け

「人
形
」
に
は
前
近
代
的
な
ア
ウ

ラ
ヘ
と
我
々
を

一
挙
に
呼
び
戻

す
だ
け
の
磁
場
も
力
も
い
ま
だ

保
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に

「人
形
」
の

「
工
芸
美
術
化
」
「近

代
化
」
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の

後
の
現
代
に
ま
で
至
る
近

・
現

代
入
形
の
道
程
と
は
、
工
芸
美

術
と
な
り
な
が
ら
も
そ
の
人
形

性
を
い
か
に
保
持
す
る
か
と
い

う
複
雑
な
位
置
を
確
保
し
つ
づ

け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の

だ

っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
的
な

「彫
刻
」
や
、
伝
統
的
な

「人
形
」

と
は

一
線
を
画
し
な
が
ら
も
、

そ
の
ど
ち
ら
の
領
分
に
も
連
動

す
る
美
質
。
そ
こ
に
近

。
現
代

人
形
が
本
来
本
性
上
學
ま
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
微
妙
に
し
て
困

難
な
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
位

置
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「人
形
」
は
国

家
の
主
催
す
る
官
展
に
入
選
す

る
こ
と
に
よ
っ
て

「芸
術
」
に

な
り
お
お
す
こ
と
が

で
き
た
。

「
人
形
」
は
身
体
的
な
接
触
を

も
っ
た
生
活
世
界
の
中
で
濃
密

な
関
係
を
結
ぶ
も
の
で
、
単
な

る
美
術
品
で
は
あ
り
え
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
、　
一
挙
に
国
の
構

え
の
中
で
、
日
本
国
の
純
平
た

る
精
神
を
示
す
ひ
と
が
た
と
い

う
具
体
的
な
存
在
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
私
は

「人
形
」
を
軽

ん
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
そ
の
本
来
の
有
様
を
か
ん
が

み
、
「人
形
」
が

「芸
術
」
と
し

て
な
り
お
お
す
こ
と
で
失

っ
て

し
ま

っ
た
も
の
を
こ
そ
注
目
し

た
い
の
で
あ
る
。○

「人
形
」
は
今
日
か
ん
が
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
子
供
の
玩

具
と
し
て
、
あ
る
い
は
床
の
間

の
置
物
と
し
て
い
わ
ば
プ
ラ
イ

ヴ

ェ
ー
ト
な
場
で
の
み
愛
さ
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と

え
ば

「生
人
形

（活
人
形
）
」
と

は
、
ま
さ
に

「生
け
る
が
如
し
」

と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ

る

「風
流
物
」
見
世
物
の
伝
統

の
末
期
で
あ
る
幕
末
か
ら
明
治

中
期
に
流
行
し
た
特
異
な
表
現

で
あ
る
。
大
阪
、
江
戸

（浅
草
奥

山
等
）
で
大
当
た
り
を
と
っ
て

生
人
形
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
松

本
喜
三
郎

（熊
本
出
身
）
の
活

動
に
は
、
今
日
で
こ
そ
少
し
く

日
が
当
た
っ
て
来
て
い
る
も
の

の
、
近
代
美
術
で
は
こ
れ
ま
で

等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え

ば
近
代
彫
刻
の
代
表
た
る
高
村

光
太
郎
は
、
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム

に
対
し
て
、
表
層
的
な
も
の
に

す
ぎ
な
い
と
し
て
、
代
わ
り
に

内
的
生
命
感
の
表
現
と
い
う
西

洋
近
代
彫
刻
の
理
念
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
い
わ
ば
特
に
民
族

的
心
情
の
濃
厚
に
残
る
人
形
は
、

い
わ
ば
近
代
に
お
い
て
隠
蔽
し

忌
避
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
つ
づ

け
た
の
で
あ
る
。

生
人
形
師
の
家
に
生
ま
れ
、

近
代
に
お
け
る
人
形
芸
術
の
先

駆
者
に
し
て
確
立
者
で
あ
る
平

田
郷
陽
は
、
先
の
人
形
芸
術
運

動
期
以
後
、
生
人
形
の
伝
統
技

法
を
活
か
し
な
が
ら
も
そ
れ
を

芸
術
的
作
品
と
し
て
昇
華
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
郷
陽
は
、
制
作
の
か
た
わ
ら

に
生
人
形
の
先
駆
た
る
先
の
喜

二
郎
の
人
形
を
常
に
置
い
て
制

作
を
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ

は
伝
統
の
骨
格
を
踏
ま
え
な
が

ら
も
近
代
的
作
品
を
志
す
、　
一

代
で
日
本
近
代
入
形
史
を
生
き

た
人
の
象
徴
的
姿
の
よ
う
に
お

も
え
る
の
で
あ
る
。

写
真
　
今
年

二
月
二
日
か
ら
二
月
二
日
ま
で
０

美
衛
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
ひ
と
が
た
・
カ
ラ
ク

リ

・
ロ
ポ

ッ
ト
展
」
の
図
録
。
表
紙
は
平
田
郷
陽

が
制
作

の
傍
ら
に
置
い
て
い
た
と
い
う
松
本
喜

二
郎
の
三
つ
折
り
人
形
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ランクから引つばり出しては着せ替えて、人形遊びをし
ています」
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おばけ屋敷店長日記
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所
は
、
日
黒
鷹
番
町
、
草
木

も
眠
る
丑
三
つ
時
、
静
け
さ
や

ぶ

っ
て
不
気
味
な
音
が
響
き
ま

す
。
お
釈
迦
様
が
聞
い
た
ら
、

大
喜
び
し
そ
う
な
あ
の
音
、
Ｄ

Ｆ
Ｊ
の
読
者
の
皆
様
な
ら
解
る

か
も

・
・

シ
ャ
カ
、
シ
ャ
カ
、
シ
ャ
カ
、

シ
ヤ
カ
、
シ
ャ
カ

・
・
・

出
来
上
が
っ
た
人
形
は
、
皆
、

と
っ
て
も
静
か
で
す
。
身
じ
ろ

ぎ

一
つ
し
な
い
こ
の
人
形
の
姿

だ
け
見
て
い
た
と
き
は
、
人
形

制
作

っ
て
、
と
て
も
静
か
で
、

お
し
と
や
か
な
作
業
な
ん
だ
と

思
い
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

で
も
現
実
は
甘
く
な
い
！
静

か
で
、
お
し
と
や
か
で
な
ん
て
、

よ
く
も
、
思
い
こ
め
た
も
の
で

す
、
磨
き
の
粉
に
ま
み
れ
、
ス

テ
ロ
ー
ル
が
雪
玉
の
様
に
、
ま

と
わ
り
付
い
た
姿
は
、
不
気
味

な
音
以
上
に
不
気
味

で
み
じ

め
！
そ
の
上
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
あ
の
音
、
こ
の
音
。
の
こ
ぎ

り
や
ド
リ
ル
ま
で
登
場
す
る
、

正
に
、
見
る
と
や
る
と
じ
ゃ
大

違
い
―
は
て
し
な
く
格
闘
技
に

近
い
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
う
る

さ
い
ア
ー
ト
。

そ
れ
で
も
昼
間
だ
と
ま
だ
騒

音
て
ほ
ど
で
は
な
い
と
思
え
ま

す
。
で
も
、
困
っ
た
こ
と
に
私

は
、
赤
ち
や
ん

の
頃
か
ら
の

宵

っ
張
り
な
ん
で
す
。
だ
か
ら

主
人
に
は
迷
惑
を
か
け
っ
ば
な

し
。そ
の
日
も
、
夕
食
が
終
わ
っ

て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
磨
き

を
ポ
ツ
ポ
ツ
や
り
始
め
、
主
人

が
先
に
眠
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、

本
格
的
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で

も
最
初
の
う
ち
は
、
か
な
り
気

を
付
け
て
静
か
に
作
っ
て
い
た

つ
も
り
な
の
で
す
が
、
何
し
ろ
、

頭
に
お
花
咲
い
ち
や
っ
て
る
、

と
か
、
頭
は
飾
り
と
し
て
付
い

て
る
の
と
か
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
て

る
困
っ
た
人
間
な
の
で
、
気
が

付
い
た
ら
丑
三
つ
時
に
パ
ワ
ー

全
開
―
も
う
、
午
前
三
時
の
絶

好
調
だ
！

ト
イ
レ
に
起
き
て
き
た
主
人
が
、

キ

ツ
チ
ン
の
片
隅
に
座
り
込
ん

で
絶
好
調
な
私
を
見
て
、
ギ
ョ
っ

と
し
た
よ
う
な
顔
を
し
ま
し
た
。

で
も
、
手
は
止
ま
ら
な
い
の
、

自
分
の
世
界
が
止
ま
ら
な
い
。

し
ば
ら
く
し
て
主
人
が
、
ポ

ッ

ツ
リ
言
い
ま
し
た
。

「ね
え
、
オ
ニ
バ
バ
ア
っ
て
知
っ

て
る
？
」

「
ハ
ア
ー
？
」

「夜
中
に
な
る
と
包
丁
研
ぐ
ん
だ

よ
ね
」

確
か
に
包
丁
研
ぐ
音
に
に
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「あ
ら
ま
、
ご
め
ん
な
さ
い
」
と

言

っ
た
後
、
ち
ょ
っ
と
く
や
し

い
の
で

「ヒ
ツ
ヒ
ツ
ヒ
ツ
ヒ
‥
」

と
不
気
味
に
笑

っ
て
や
り
ま
し

た
。

き

っ
と
他
の
主
婦
兼
作
家
の
方

と
か
は
き
ち
ん
と
朝
か
昼
間
制

作
さ
れ
て
夕
方
や
夜
は
静
か
に

過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
私
み

た
い
な
オ
ニ
バ
バ
ア
と
間
違
わ

れ
る
よ
う
な
人
は
そ
う
い
な
い
、

と
思
う
の
で
す
が
？

そ
れ
に
し
て
も
や
っ
ば
り
真
夜

中

に
響
き
わ
た

る

シ
ャ
カ
、

シ
ャ
カ
っ
て
音
は
、
や

っ
ば
り

不
気
味
で
う
る
さ
い
の
は
確
か

で
す
ね
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
、

一
応
は
。

摩
宮
ピ
ノ
ン
さ
ん
の
こ
と

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ピ
ノ

ン
さ
ん
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で

改
め
て
ピ
ノ
ン
さ
ん
に
自
己

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
私
の
経
歴
と
い
う
お
話
を
、

と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
記

事
自
体
が
私
の
経
歴
な
の
で

あ
ま
り
か
か
な
い
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
発
表

す
る
ほ
ど
の
経
歴
も
あ
り
ま

せ
ん
。
店
を
止
め
て
か
ら
人

形
を
作
り
だ
し
、
三
年
弱
で

す
、
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
の
吉
田

良

一
先
生
に
師
事
し
て
二
年

弱
、
来
年
は
個
展
し
た
い
な

あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

／

／
／
／

／
／

行けな<て残念
会員の方から展覧会のご案内を頂きながら伺えませんでし

た。ごめんなさい。またのご案内をお待ちしています。

左 山上真知子展 4月 27日～5月 26日 ル・ボル (東京 。日野市)
右 人形二人展 夢の扉を開けて浮津麗・佐伯祐子・箱守りえ子
8月 19日 ～8月 30日 広島総合銀行本店

*この他「生き粋会」(東京・銀座)、「秋への風展」(8月  東京・銀座)
のご案内を頂きました。
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糞 中薔私発

「
ほ
ん
な
ら
二
階

の
出
発
ロ

ピ
ー
の
人
形
さ
ん
の
前
で
待
ち

合
わ
せ
ま
し
ョ
か
」

早
い
も
の
で
大
阪
伊
丹
空
港

に
私
達
が
群
衆
人
形
を
展
示
し

初
め
て
か
ら
今
年
で
十
六
年
目
、

今
で
は
大
阪
発
便
の
乗
客
の
格

好
の
待
ち
合
わ
せ
ス
ポ

ツ
ト
に

定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
（九
二
年
開
港
の
関
空
で
は

な
い
、
念
の
為
）

昨
今
は
空
の
旅
も
暮
ら
し
に

な
じ
ん
で
ゴ

ク
当
た
り
前

に

な
っ
て
き
た
が
、
十
六
年
の
昔

は
、
盆
暮
れ
の
里
帰
り
に
飛
行

機
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
ま
だ

か
な
り
な
覚
悟
を
必
要
と
す
る

非
日
常
の
事
件
で
も
あ
り
、
為

に
そ
わ
そ
わ
と
心
急
い

で
結
果
二
時
間
以
上
も

早
く
空
港
に
着
い
て
し

ま
う
人
も
多
く

「待
ち

時
間
入
れ
た
ら
飛
行
機

か
て
結
構
な
時
間
の
か

か
り
よ
う
ヤ
ナ
ァ
」
と

大
阪
弁
の
ポ
ヤ
キ
が
よ

く
聞
か
れ
た
も
の
だ

っ

た
。
　

そ
ん
な
持
て
余

し
時
間
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
、
Ｋ
Ｋ
ク

ボ
タ
か
ら
ウ
イ
ン
ド
ウ

に
作
品
の
依
頼
を
う
け

て
始
ま
っ
た
の
が
題
し

て

「浪
花
百
景
」
。
故

郷
の
歴
史
的
な
情
景
の

あ
れ
こ
れ
を
楽
し
い
見

世
物
に
し
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
、
そ
の
第

一
作
が

［道
頓
堀
の
開
削
］
（水

の
都
の
道
頓
堀
は
い
つ

頃
ど
う
い
う
ふ
う
に
造

ら
れ
た
の
か
）
。
以
来
二
年
毎
に

内
容
テ
ー
マ
を
チ

ェ
ン
ジ
し
な

が
ら
現
在
ま
で
八
作
数
え
る
。

こ
れ
が
五
百
体
か
ら
千
体
の
群

衆
和
紙
人
形
の
展
示

「人
形
ジ

オ
ラ
マ
」
で
あ
る
。　
　
　
さ
て

「人
形
ジ
オ
ラ
マ
」
、
初
め
て
耳

に
さ
れ
る
方
か
ら
は

一
様
に
、

「そ
れ
っ
て
何
？
」
と
い
う
け
げ

ん
な
表
情
が
返

っ
て
く
る
。
他

に
適
当
な
言
葉
が
み
あ
た
ら
な

い
か
ら
使

っ
て
い
る
の
だ
け
れ

ど
、
そ
れ
で
は

「ジ
オ
ラ
マ
」
と

は

一
体
何
な
の
？
実
は
本
人
に

も
よ
く
説
明
で
き
な
い
。
こ
れ

は
自
分
の
仕
事
の
再
確
認
に
も

い
い
機
会
だ
か
ら
と
、
本
棚
の

隅
か
ら
辞
書
を
引

っ
ば
り
出
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
。

［口
Ｒ
営

”́
（ダ
ィ
ァ
ラ
マ
）
］

驚
い
た
の
は
発
音
が
全
く
違
う

こ
と
で
し
た
。
英
語

で
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
外

人
さ
ん
に
も
通
じ
な
い
不
思
議

は
、
な
る
ほ
ど
日
本
製
の
ロ
ー

マ
字
読
み
が
理
由
だ
っ
た
の
か
、

フ
ム
フ
ム
な
る
ほ
ど
、
で
は
意

味
は
ど
う
な
の
か
な
？

［
＝
透

視
画

・
編
し
絵
模
型
の
前
に
窓

枠
を
創

っ
て
実
際
の
風
景
ら
し

く
見
せ
る
幻
視
画
。
（三
省
堂
）
］

ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、
私
達
の

［和
紙
人
形
ジ
オ
ラ
マ
］
は
こ
れ

と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
じ
や
な

い
の
？
そ
ん
な
き
っ
か
け
が
こ

の

［和
紙
人
形
ジ
オ
ラ
マ
Ｗ
Ｈ

Ｙ
？
］

経
験
的
覚
書
今
回
は
そ

の
第

一
回
で
あ
る
。

空
港
整
備
課
の
清
掃
の
方
々

か
ら
ま
ず
最
初
に
苦
情
が
き
た
。

「こ
の
ウ
ィ
ン
ド
ー
の
ガ
ラ
ス
は

い

つ
も
汚
れ
て
て
か
な
わ
ん

な
ァ
、
子
供
の
手
や
ら
お
で
こ

の
油
が
ベ
タ
ベ
タ
に
つ
い
て
て

お
ち
に
く
う

て
し
ゃ
ぁ
な
い

わ
」
シ
メ
シ
メ
こ
れ
は
作
者
の

思
う
壺
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ぱ

展
示
作
業
中
に
よ
く
聞
こ
え
た

不
気
味
に
大
き
く
響
く
ゴ
ー
ン

と
い
う
音
は
、
人
形
を
見
よ
う

と
境
目
の
ガ
ラ
ス
に
気
付
か
ず

に
思
わ
ず
お
で
こ
を
イ
ヤ
と
い

う
ほ
ど
ぶ
つ
け
て
し
ま
う
痛
い

音
だ

っ
た
し
、
「な
ん
や
、
は
よ

か
ら
来
て
た
の
に
気
が
つ
か
な

ん
だ
な
あ
」
と
隣
同
士
で
お
互

い
気
付
か
ず
人
形
を
楽
し
ん
で

く
れ
る
人
達
も
多
か
っ
た
。

確
か
二
番
目
の
作
品
二
九
八

五
年
の
［四
天
王
寺
建
立
］
の
こ

と
、
九
州
の
国
立
大
学
の
教
授

と
名
乗
る
方
か
ら
電
話
を
戴
い

た

「制
作
者
に

一
言
申
し
上
げ

た
い
。
空
港
の
出
発
ロ
ピ
ー
に

こ
ん
な
作
品
を

つ
く

っ
て
も

ら
っ
て
は
困
る
、
迷
惑
し
て
い

ま
す
！
」

厳
し
い
口
調
に
う

ろ
た
え
て

「は
、
は
い
、
そ
れ
は

ど
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
」

一
瞬
の
気
ま
ず
い
沈
黙
の
あ
と

に

「飛
行
機
に
乗
り
遅
れ
る
や

な
い
で
す
か
！
」
受
話
器
か
ら

は
続
い
て

「わ

っ
は

っ
は

ァ
」

と
い
う
耳
の
破
れ
そ
う
な
呵
々

大
笑
が
弾
け
て
き
た
。

展
示
は

［道
頓
堀
の
開
削
］

五
五
〇
体
に
は
じ
ま
り
、
現
在

の

［姦
見
戯
場
賑

（
こ
こ
に
み

る
し
ば
い
の
に
ぎ
わ
い
）
］
九
五

〇
体
ま
で
の
八
作
品
。
展
示
は

大
阪
か
ら
西
へ
、
四
国
、
九
州

の
乗
客
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
と

し
て

「は
よ
い
っ
て
人
形
見
て

る
わ
」
と
お
馴
染
み
に
は
な
っ

た
が
、
そ
の
為
か
中
西
京
子
の

作
品
展
は
、
開
催
中

の
九
州

・

有
田
の

「炎
の
博
覧
会
」
な
ど

関
西
か
ら
西
の
各
地
に
多
く
、

何
故
か
関
東
で
は
大
規
模
展
示

は
機

会
が

な
か

っ
た
。
が
、

や

っ
と
今
年
十
月
に
横
浜
で
ご

覧
戴
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

れ
も
功
罪
の
ひ
と
つ
か
と
も
思

う
。
こ
の
機
会
に
関
東
の
大
学

の
先
生
の
ジ
オ
ラ
マ
評
も
ぜ
ひ

お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

制
作

コ
ン
セ
プ
ト
そ
の
①

人
形
ジ
オ
ラ
マ
展
示
は
、
な
に

よ
り
も
エ
ン
タ
テ
ィ
メ
ン
ト
を

そ
の
心
と
す
べ
し
。
（次
号
に
続
く
）

◆

［中
西
京
子
和
紙
人
形
の
世

界
］
展
は

。
十
月
十
七
～
二
十

二
日

・
横
浜
高
島
屋
　
八
Ｆ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
。

写真 「中世伊万里の港」世界炎の博覧会 (佐賀県佐賀県有田市会場)で 10/13迄展示
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特別リポート

7996年 NMDハカンフアランス リポート
7月 31日～8月 4日  ダラス・フェアモントホテル  文 小川千恵子

今年のUFDCやオ
ダカ ,ニアダなどの

主要なドール・コン

ベンションの開催地

はダラス。規模とし

ては全てのジャンル

の人形を扱い全米各

地のドールクラプの

総大会であるUFDC
が一番大きく、参加

者は千六百人あまり

だったと

いう。 近
隣のホテ

ルで開催

さ れ た

NIADA
(ニアダ・全米人形作家協会)は、百六十人 あま

り。もともと少数精鋭で大所帯ではないが、そ

れでも今年の参加者は例年 に比較して少ない。

しかし、内容はとても充実していたと思う。

五日間に渡つて開かれたカンファランスでの講

習やディスカッションでは、「ドールアートとは

なにか」「ドールアートに携わる者の将来への展

望」など、作家、ジャーナリスト、美術館関係

者、コレクターやディーラーが積極的に発表や意見の交換

を行った。私もドールアートの定義の試みとして日本の作

家のアプローチを紹介しながら1時間のプログラムを行っ

た。

エアダには、世界のドールアートファンが今後の発展を

期待し支持しているが、今回、パネルディスカッションの

座長をつとめたイギリス在住の作家EJ.テイラーが、エア

ダは国際的になるべきでそのために改称も考えては、と興

味深い発言をした。実際、彼や多くのエアダの作家が日本

人作家の参加と交流を望んでいる。今回日本から参加した

作家、中西京子、戸田和子、福田朝子、水澄美恵子の四作

家も、あたたかく迎られ展示発表を心から喜んでもらった。

DFJも認知度があがり、ディスカッションの時には、「人

形誌で本当にアー トを扱っ

ているのはDFJだ けだ」
という類の発言もいただい

た。私達一行は、新しい創

造性を、常に大きな喜びを

持って迎え、自分の持てる

ものをシェアする (分け合

う)こ とを尊ぶ NMのAの
気質にふれ、大きな喜びを

もって帰国することが出来

たと思う。その喜びや興奮

を、この日

本で少しず

つでも「分

け合う」た

めに輸を広

めていきたいと考えている。 (敬称略)

(ニアダの報告会を行う予定です。日程は

別添のお知らせをご覧ください)
写真左上 日本の作家全員が嘆息した E.J.テイラーの作品
写真中 人気作家ダイアナ・エフナーの新作
写真右上 血管や爪など細彗の描写まで美しいエリザベス・プ
ラントンのビスク ドール

サンタ・パーバラ美衛館に中西京子作品

《遊びの芸術 :人形と玩具、過去と現在》

5/18～ 11/3 サンタバーバラ美術館
サンタバーバラ美術館は、世界中の美術品を常設展示し

ているが、ショット夫人他寄贈によるアンティークドール

1000体あまりを収蔵していることでも知られている。今回

の企画展ではこれらの貴重な人形の一部を、約 10年ぶりに

展示。「宗教」「愛と結婚」「死」「素朴と豪華」など、生活

に密着したテー マでアンティークドールと現代作家の人形

が混合 して展示されるとい

う、ユニークな展覧会となっ

た。この中で、中西京子さん

の「羽衣」も、東洋の現代人

形を代表する作品として展示

された。

展示作品の前の中西京子さん

フランクフルト ドールアートリポート 文ピーターコウ

20

▲

｀

‐
¬
.11

「 ヨ

Ｈ
Ｈ
「
ノ

／．Ｊ
′

マ

く

|

ピ

「
■

■い

T 」

||

`

‖

第 7回国際ドール・アート・ショーが5月 下旬にドイツのフランクフルトで開催された。今回は、
主催者がバンケ社からスイスのグローレックス社に移行して初めての開催。オランダの作家達は

いつものように幻惑的な作品を展示。写真のティヌ・カメルビークの妖精はその中でも傑出して

いた。その他フランスからは、ヘレヌ・ フィラチがデビュー、人気のアンスランやマッソンらが

出展。ドイツのルーカスは彼の豊かなインスピレーションを感じさせる。このドールアートが世

界をリードする多くの作家を紹介し、その芸術な高尚さを見るにつけ、現在のコーロッパにおけ

る赤ん坊や子供の人形の優位性に疑間を感じるのだった。



FROM OVERSEAS ,毎外よ り

バ ニ▼
｀ ノ ショルツ 一 その幸せな人形たち ―0

文 インゲボルグ・リーセ

ベラ・ショルツが人形

作りを始めたのは 22年

前。アンティックドール

が高価だったので、自分

で作ってみようとしたの

だ。

頭部の型を空気で乾燥

させ、手と足にはフィモ

を使った。頬に丸みをお

びさせ、アンティックド

ールに見えるよう口を小

さく、目を大きくした。

古いかつらとフリーマー

ケットで見つけたガラス

の眼球を使った。それは

とてもかわいいと言える

代物ではなかったと彼女

は振り返るが、その時は

満足感にひたり数個売っ

たと彼女は言う。自分の

為の人形は暇を見つけて

作った。 その後数年は
絵を習い、絵画教室を開

いたりしたが、すぐにモ

デリングを再開し教えも

した。そしてついに絵画

教室をあきらめ人形一筋

の道を選ぶことになる。

当初、頭部の型にはあ

らゆる素材を使い、人形

のタイプもマリオネット

から空想上のものまでに

広がった。それでも物足

りなさを感じていた時、ポーセレンに挑戦したのだ。勉強

の為に自分のエネルギーを全て注ぎ込んだと言う。ポーセ

レンは全てが未知の世界で、

初心者がおかすミスはだいた

いおかした。作品のほとんど

がゴミ箱行きになって、何度

も泣いたそうだ。 当時彼女は
キルン (窯)を持っていなかっ

たのでその都度遠いケスティ

ング婦人の所へ電車とバスを

乗 り継ぎ焼きに行っていた。

型を販売していたケスティン

グ社はある日、彼女に人形の

制作を依頼。家からの援助も

無く自活していた彼女にはこ

のうえない申出であり、この

お金で人形制作に必

要な物全てを買い揃

えた。

それからは成功が

続いた。コンペテイ

ションに参加、アメ

リカの会社と連絡を

取つた。小さい作業

部屋も作 り、もう

キッチンで作業しな

くてもよくなった。

1993年 からベラ・

シュルツはヴァル

ターハウザー人形社

と提携、型を同社に

売るようになる。

現在彼女自身はポ

ーセレンの人形しか

制作しない。90cm、

76cmと大きな人形

を作るのが好きだ

が、ときには小さい

物もつくる。量産は

しない。ストレスが

溜まると言って注文

は受けない。そんな

姿勢が作品を完璧に

し、美しく幸福感を

放つ人形となってい

る (疲れて神経質に

なっている時、私は

ヴェラ。シュルツの

人形を眺めることに

している。これこそ私の神経療法 !)ベ ラ・シュルツは現
在夫、息子と共にドイツの北部に住んでいる。彼女の名は海

外 にも知れ渡るよ うに

なったが、あくまでも趣味

を楽しむような制作にこ

だわっている。彼女の人形

を手に入れる為に店もコ

レクターも辛抱強く待た

なければならない。でも彼

女の人形にはそれだけの

価値がある !

*筆者はパリで人形店「プ
ペ・タンドレス」を経営する

傍ら、フランス現代人形作家

クラブ、フランス・ミニチュ

ア・クラプを主宰している。
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CLASSES
几 例

代 :代表者

講 :講嬌

教 :教室  日 :講習日
入 :入会金 月 :月 謝

内 :内容

関 :関節  固 :固定ポーズ
伝 :伝競技法 衣 :衣装
〔洋 :洋競 和 :和装 )

素 :素材

桐 :桐塑・桐粉

粘 :石塑・紙粘土

アトリエ。リデル

156 東京都杉並区高円寺南 牛 2-3
孝i4公荘 101  03-3314-9794

岩切人形教室

158 東京都世田谷区上用賀5-27-20
03-3425-2396

代 :山上真智子

露 :山上真智子

Bee

内 :関

素 :粘

教 :他 1(八王子 )
日 :水・他

入 :10000
月 :8000

代 :田村涼子

講 :田村凛子

横田早苗

内 :固・関・衣 (洋 )

家具

素 :粘・FRP

日 :相談

入 :15000
月 :6500よ リ

エコール・ ド・シモン 四谷シモン人形教室
151東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-5-4
03-3402-9488

サラ・デ ,モーラ
184 東京都小金丼市縁町2-12-15
0423-85-3734

竹取物語人形学校

171 東京都豊島区日自3-1-36
03-3954-3395

ドール・スペース・ピグマリオン

158 東京都世田谷区奥沢6-28-14-201
03-3704-3730

代 :四谷シモン

議 :四谷シモン

小沢茂 。高塚宏

内 :関

素 :桐・粘

日 :月 火水本土

ジヘ、:50000

月 :14000よ り

鶉
忙

代 :佐々木芙美子

講 :佐々本英美子

内 :固

素 :布・石

日 :月火金 (各月 2回 )

入 :6000
月 :6000

代 :宮崎優人
講 :宮崎優人
竹村和子

桑原静江

小林三千子

内 :関・衣・ (洋・和 )・

抱き人形・三ツ折れ・

市松

素 :布・桐・粘・胡粉
日 :月 火水木

入 :20000
月 :7750よ り

代 :吉田良一

講 :吉田良一

福島弘太郎

内 :固・関・衣・オブ

ジエ・カラクリ等

素 :布・木・桐・粘・FIP

日 :月本金土日

入 :20000

月 :13000

ノ〈―ル・ ドールズ

113 東京都文京区本郷4-36-11
03-3394-1104

藤井路以

173 東京都板構区中丸町39-2-104
03-353C)-6598

人形実験室 *天使館

150 東京都渋谷区恵比寿西 1-2∈6-402
03-377()-5385

やまと凰人形教室

160 東京都新宿区三栄町25

ネオ寺島ビル2F03-3355-1484

代 :高橋登美子

講 :高僣登美子

内 :固・鵬・衣 (洋 )・ 抱

き人形

素 :布・桐・石・||

日 :火水

入 :15000

月 :12000

代 :藤井路以

講 :藤井路以

内 :固・関・伝

マリオネット

素 :粘

衣 (洋 )

からくり

日 :火金日 (各月 1回 )

入 :20000

月 :12000 他層[有

代 :渡邊素子

講 :渡選素子

内 :固・関・

素 :布・桐・石

日 :月 火土日 (籠週 )

入 :15000
月 :11000

鯰

L“

祓:ド

代 :中西京子

講 :各都市講師

内 :固・衣 。(和 )

素 :和紙

教 :全国各都市

日・ 月 :各教室による

詳 しくは上記東京

央教室に同い合わせを

よみうり渋谷アカデミー
オブジェドール教室

150 東京都渋谷区桜丘13-15
03-5458-8844

AR丁 モマーユ

206 多摩市貝取2-5-3-506
0423-76-1494

水澄美恵子人形教室

206 東京都多摩市員取2-2-16-203
0423-38-8639

安藤早苗人形教室

194 東京都町田市森野 1-37-1
0427-22-4030

代

講

内

素

日

入

月

高橋操

高橋操

固

粘

第

衣・ (洋 )・ 他

・3水

5000
12000(3月 Я )`

代 :水澄美恵子

内 :固・関・伝・衣

(和 )からくり
素 :布・桐・粘・FRP

オープン粘土・張子

教 :バ ルテ ノン多
摩 /名古屋
日

入

月

ホ (月 2回 )
10000
100(Ю 他雑有

代 :安藤早苗

講 :安藤早苗

内 :固・関

素 :粘

教 :よ み うり文化セン

ター町田 /川越

日 :第 2・ 4火他

月 :15000

ノーマ=ドール=スタジオ
242 神奈川県大和市西鶴田84-29
0462-77-1332

沖幽子創作人形教室

367Ю2 埼玉県児玉郡児玉町高柳275-1
0495-72-5791

滝康子創作人形教室

333 埼玉県川口市芝4178-29
048-268-7380

福田朝子人形教室

360 埼玉県熊谷市箱田2-14-12
0485-25-0959

代 :荒ホ野馬

講 :荒木野馬

内 :固・関・衣 (洋 )

素 :桐・粘

日 :火日 (各月 2回 )

夕、:20000
月 :13000

代 :沖出子

講 :沖自子

内 :日・伝・衣 (和・

洋 )・ ぬいくるみ

素 :布・桐・石・オープ

ン粘土・紙

日:第 1・ 3水 (月 2回 )

入 :10000
月 :1∝)00 他雑有

代 :滝康子

講 :滝康子

内 :固・関・衣 (和・

洋 )・ 抱き人形

素 :布・粘・張子・胡

粉・革

日 :水

jヽ、:20000
月 :12000 他雑有

代 :福 田朝子

講

内

素

日

入

月

福 |

固

布

第

国朝子

・衣・ (洋 )

・粘

1・ 3月 木

10000
10000

大山レミ人形教室

730広島県広島市中区十日市町2-7-24
コーボサンシャイン101
082-281-5069

堀佳子 生き人形教室

719Ю l 岡山県浅口群金光町佐方1484
0865-42-3634

大橋敏子人形教室

720 広島県福山市地吹町13-39-603
0849-31-5827

代 :太山レミ

講 :太山レミ

内 :固・関・衣 (和

洋 )・ 布張リ

素 :布・桐・粘

日 :第 1・ 2・ 4火土

月 :5000

絋
i‐

[:|‐ li‐m
鐵 鯰
■      ¬暉

代 :堀佳子

講 :颯佳子

内 :固・関・衣 (洋 )

素 :布・桐・粘・オープ

ン粘土

日 :第 2・ 4火

入 :10000

月 :8000

代 :大橋敏子

講 :大橋敏子

内 :関・衣 (洋 )

張り

日 :第 1・ 4月

月 :5000
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代 :所由紀子

講 :所山紀子

内 :固・衣 (洋 )

素 :布・粘

日 :第 1・ 2・ 3金

′ヽ :10000
月 :9000

教室案内は偶数号に掲載

されます。掲載無料。

掲載をご希望の方は所定

の掲載をご希望の方は所

定の書式がありますので

お申込下さい。
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LETTERS
ハ

っ
て

　

い

「
ち
、

だ
っ
て

、

今

私
の
人
彰
づ
く
り

ぜ
‐
卜
ｔ
い
な
い
３寺

澤
）一に
つ
の
上
」
で

七
く
失
メ
ヒ

作
業

―

υ
個
人
的
に
は
人
形
は
そ
れ
ほ
ど
好
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
こ
の
本
を
見
る
と
、
思
い
入
れ
の
あ
る

人
形
が
こ
れ
で
も
か
と
の
っ
て
い
て
頭
が
い
た
く
な
る

と
き
が
あ
り
ま
す
。じ
ゃ
あ
な
ぜ
こ
の
本
を
と
る
の
か

と
い
え
ば
、
ズ
バ
リ
、
人
形
が
好
き
な
友
人
が
い
て
、

そ
の
影
響
で
す
。
で
も
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
私
の
よ

う
な
位
置
の
読
者
は
め
ず
ら
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
大
衆
的
な
目
か
ら
見
て
フ
オ
ー
ラ
ム
に

の
っ
て
い
る

よ
う
な
人
形
た
ち
は
ナ
ル
シ
ス
ト
だ
と

思
う
し
、
海
外
の
人
形
は
文
化
の
違
い
か
、
性
に
合
い

ま
せ
ん
。見
る
者
に
か
た
り
か
け
の
あ
る
人
形
を
ぜ
ひ

探
し
出
し
て
紹
介
し
て
下
さ
い
。
（で
も
、
小
川
さ
ん

の
よ
う
に
入
形
に
う
ず
も
れ
た
生
活
を
な
さ
っ
て
い
れ

ば
、
難
し
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
あ
の
人

形
の
こ
こ
が
い
い
し
、
こ
の
人
形
は
こ
こ
が
す
て
が
た

い
味
が
あ
る
‥
う
～
む
。
）
　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
や
お
手
紙
を
た
く
さ
ん
頂
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
確
か
に
こ
の

回
答
の
よ
う
な
立
場
の
方
の
数
は
こ
の
方
の
ご
察
し
の

と
お
り
で
す
。
で
も
、
私
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の

は
、
私
が
こ
の
方
と
似
た
立
場
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
私

は
作
家
で
も
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
な
く
、
熱
烈
な
人
形

フ
ア
ン
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
、
で
も
、
人
の
形
で
表

現
す
る
と
い
う
行
為
に
興
味
が
尽
き
な
い
の
で
す
。
特

に
、
人
形
に
。
自
分
と
似
た
よ
う
な
位
置
の
人
に
Ｄ
Ｆ

Ｊ
が
届
い
た
、
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｄ
Ｆ
Ｊ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
人
形
に
関
係
す
る
方
の

た
め
の
情
報
誌
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

人
形
を
あ
ら
ゆ
る
表
現
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て

興
味

を
持
っ
て
下
さ
る
す
べ
て
の
方
に
棒
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
ゴ
誰
で
も
が
何
か
、
ワ
ク
ヮ
ク
す
る
よ
う

な
光
を
Ｄ
Ｆ
Ｊ
か
ら
見
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
本
作
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

訂
正
９
号
の
記
載
に
以
下
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。議
ん
で
お
詫
び
し
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
欄
　
昔
人
形
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「ビ
ア
ニ
ス
ト
山
下
有
子
」

（誤
　
山
本
）

人
形
気
分
　
岩
本
さ
ん
の
話
　
２
段
日
午
後
の
開
店
は

「開
店
」
に

〓
仁
つ
０
上

で

ネ氏ちかし

(1ぅゼ
し｀

で
，お
ｔ‐
と
１．
■

４

出舗

屋

叡

云
Ｌ
Ｉ
Ц

〉々
、
そ

し

１
′、

Ｋ

六
竿
共

ゃヽ

ｔ
、ふ

ぅ

ヽ

＾
竜
山
Ｌ
で

し

承

わ

け

な

Ｌ
ュ鳴

し
く

」ヽ
ノ
の

，
マ

キ
ヽ

、ま=tポ

つヽtD・ 十ヽZ〕

き、い
い力`

で
1七

()十
ヽ
～

だ

も

″Λ

古

れ

・‐，■

■１

Ｊ

∋

と

」―

の

ｒ

・

飛
鱗

ネ
ス

ぅ
マ

い
く

い
‐
し
か
ら
ス
件
｛凛

レ
ヽ
パ

にヽ

し
か

・、

↑

■

ｔ
コ

世ヽ

ｔ
ヽ つ
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薫ムσ)/、 1二 1物言吾 その② こたつ職人
文・イラス ト 渋まリ

■投稿募集
LE~Π
‐ERS/REVIEW 採用分にはリーセはがきセットを進呈
lNFORMAT10N ニュースがあったらお知らせください
近況報告 プロの作家の新作発表の場です。審査有
教室案内 DFJ個数号に掲載 写真返却不可
展覧会案内 随時受付 写真は後からでも結構です

■ 11号原稿締切 10月 15日必着 (返却が必要な原稿は
返却希望とお書き下さい)
■ 同封 DM締切 12月 η日 (枚数はお問い合わせください)
■ 11号発行予定 12月 6日
ドール・フォーラム・ジャバンは年に4回 3月・6月・9月 12月 に

発行されます。初年度会費は5000円、継続会費は4500円です。

■ DFJ購 読方法
ドール・フォーラム・ジャバンは書店では販売されていません。

購議会員制ですので、下記のいずれかの方法で会費をご送金下さい。

郵便振替 00170 3 252796
「ドール・フォーラム・ジャバン」 通信欄に「入会希望」と

お書き下さい

現金書留 または 郵便小為替

■バ ックナンバー

会員1部 1000円 非会員 1400円 (送料込)
5号 (後藤朝子)、 6号 (四谷シモン)、 7号 (たがわまさき)
8号 (大井要)、 9号 (藤井路以)

ドール・フォーラム・ジャバン第 10号  1996年 9月 5日発行
編集発行  ドール・フォーラム・ ジャバン事務局
〒189 東京都東村山市久米川町3-27-57 8 0423-95-7547 FAX0423-95-7975
編集責任者 小川千息子
制作スタッフ 小磯洋 宗仲澄江
印刷 株式会社  日出島
本誌掲載の記事・写真の無晰掲載を禁じます

編集後記

◇前号を発送したときに、読者向けのアンケ
‐―卜を

同封させていただきました。これに対し、多くの貴

重な意見や感想、お手紙が送られてきました。読者

の方がDFJを熱心に読んで下さっている様子を実感

でき、心より感謝申しあげます。ご紹介したいご意

見も多くありましたが、誌面の都合で割愛させてい

ただきましたが、アンケートは全て貴重な資料とし

て保存させていただきます。アンケートは今後も続

けさせていただきたいと思いますので、DFJを育て

るお気持ちでご協力を宜しくお願いいたします。

◇ニアダ参加の為渡米する直前に、フランスのフイ

リップ 。ジャンティの舞台を見ました。かぶり付き

で見ました。大がかりな装置や仕掛け、美術の美し

さ、ウイット、演技の確かさ、発想のユニ‐―クさは

さすがだと思いましたが、最後、人形と役者全員が

苦しそうに走る場面は圧巻でした。なんだか分から

ないうちに、人形が表現する辛さ苦しさに共振して

涙がでました。動く人形ってすごい !

◇今年のエアダは、こじんまりしていましたが、

ドールアートを熱つぼく語り合い、密度が濃いもの

でした。この体験を少しでも多くの人と分かち合え

ればと思つて、同行した作家の方々との報告会を開

く予定ですのでご興味のある人は是非ご参加くださ

い。  ドール・フォーラム・ジャバン編集事務局長
小川千恵子

に
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ユーラシア・ ドールズの通信販売

ドイツの伝統を誇るバルターハウザー人形社から

魅惑のヴエラ・シヨルツの人形をあなたのお手元 |こ ・̈

ビスク ドールの上品な質感を、バルターハウザー人形社は独 自に開発 した

「ベギ ドゥア」で再現 しました。オリジナルでは何十万円もする人気作家の

デザインを、限定モデルで恙実に再現。かつらには人も、日には美 しいグ

ラスアイ、生地はシルクや高級プリント地を使用 しています。子足、首を

動かすと、優 しく表`1奇が変化 します。え非お手に取 って、その愛 らしい感

触をおためし下さい。

ご注文は、お電話か、ユーラシア・ドールズの通信販売注文用紙で。ヴェラ・ショルツの他、
可憐なゲ ンツエル、 素朴なキス リングの人形 もご紹介 しています。
詳しくはユーラシア・ドールズまでご連絡下さい。

写真左上 ルイザ 65cm 72,200円
写真右上 ウタ  65cm 69,000円
写真左 左よリジュアニタ65cm72,200円 、ヴィオラ75cm 88,000円 、 ルイザ

ガラスの日、かつら、ドールスタンド、アクセサリー !

もう、探すの |こ時間はいりません !

バンケ社、グローレックス社

人形素材カタログセット

今なら無料で !∃―ロッパの人形素材が全てそろ

います !(郵送切手590円分別途)

カタログ内容 *旦旦立旦」Ll』』壁望≧因墾LLL左⊥
`主
主L=

バンケ社 (ドイツ)A4オ ールカラー248頁 写真 1000枚
20種類の目 (各サイズあり、美しいカラー写真で18頁記載、ガラス・ア

クリル・プラスティック)、 まつげ、45種類のなつら (人毛、モヘア)、 53

種類のドール・ボデイ (クロス、ビスク)53種類の筆、じプリカ製作用
モールド (アンテイーク265種、現代作家83種 )、 その他ツール類、衣装、

下着、靴、ジユウリー、メガネや鞄、椅子、楽器などのアクセサリー、ス

タンド、粘土など

グローレツクス社 (スイス)A4オールカラー216頁 写真 850枚
オリブナルのスイスのクロス・ドール、カツラ、日、靴、ソックス、テデイ

ベア、バベット、ビニールドールキットなど

カタログには価格表と注文用紙 (日本語)が入っています。ご注文はユー

ラシア・ドールズが取り次ぎいたします。

*教室、販売店の方もご利用下さい。

ユーラシア・ドールズ〒189 東京都東村山市久米川町3-27-57“:0423-95-7547 fax 0423-95-7975
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